
独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺 図面番号

久留米工業高等専門学校

事務部長 課長 課長補佐 係長 担当有限会社
代表取締役　梅野克成梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ久留米工業高専基幹・環境整備 Ａ１：Ｓ＝Ｎ.Ｓ令和２年度 久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事令和２年９月
福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１Ａ３：Ｓ＝Ｎ.Ｓ（衛生対策）工事設計業務

Ｌ－０１表紙・図面リスト

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

図面番号 図　面　名　称 縮　　尺図面番号 図　面　名　称 縮　　尺 図面番号 図　面　名　称 縮　　尺

図　　面　　リ　　ス　　ト

意　　匠 電　　気 機　　械

－

－

－

－

特Ｍ-０１

特Ｍ-０２

特Ｅ-０１

特Ｅ-０２

Ｅ-０１

Ｅ-０２

Ｅ-０３

盤リスト（Ｌ－１）照明器具・照明制御機器参考姿図（改修後）

電灯設備　平面詳細図(改修後)

電灯設備　平面詳細図(改修前)

S=1/30

S=1/30

－ 換気設備　機器表・凡例・平面詳細図（改修後） S=1/30

S=1/100

衛生設備　器具表・凡例・平面詳細図（改修後） S=1/30

衛生設備　１階平面図（改修前・後）

S=1/30換気設備　機器表・凡例・平面詳細図（改修前）

S=1/30衛生設備　器具表・凡例・平面詳細図（改修前）

Ｍ-０１

Ｍ-０２

Ｍ-０３

Ｍ-０４

Ｍ-０５

表紙　図面リストＬ-０１ －

特Ａ-０１ －

特Ａ-０２ －

特Ａ-０３ －

Ａ-０１ 付近見取図・全体配置図・参考断面図 S=1/1000・1/100

Ａ-０２ －

S=1/100Ａ-０３ 平面図

S=1/30Ａ-０４ 改修前　断面詳細図

S=1/30Ａ-０５ 改修後　断面詳細図

S=1/50Ａ-０６ 改修前　平面詳細図・展開図・天井伏図

S=1/50Ａ-０７ 改修後　平面詳細図・展開図・天井伏図

建具表 S=1/50Ａ-０８

各部詳細図 S=1/3・5・10Ａ-０９

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

内部仕上表



事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月 久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

工事名称 図面名称

特記仕様書（１）

縮尺

―

設計業務名

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備 梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１
特Ａ－０１

建築改修工事特記仕様書

1章　一般共通事項

工　事　概　要

一般特記事項

2章　仮設工事

3章　防水改修工事

貸与する設計図のCADデータ著作者名:　　久留米工業高等専門学校

(0.05ppm)

・本校、電気主任技術者及び監督職員と協議すること。

 < > 

(( ))

ける場合は，これに適合した車両を使用しなければならない。

 ( ) 

<1.6.2>

模様替内容

技　　能　　士

仮設工事

施　工　条　件

建　築　面　積

延べ面積計

①　受注者は本工事現場で使用し，又は使用される関係車両(以下「本工事関係車両」という)が，

当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例(以下「排出ガス規制条例」という。)の適用を受

工　事　名　称

棟　　名　　称

技能検定の職種

・　とび

工　　　　　種

・　鉄筋施工

<1.6.4>

※両単位の換算は、25℃の場合による。

(0.08ppm)

<1.4.4>

<1.6.9>

・　とび　　・　鉄工

・　左官　　・　型枠施工　　・　コンクリート圧送施工

(0.05ppm)

(0.07ppm)

電気保安技術者

以下

(    ppm)

(0.88ppm)

<1.6.5>

<1.6.7>

測　定　方　法

構 造 階 数

・その他(　　　　　　　　　　　　　)

・ ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　　ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

ブロック・ALCパネル工事

測定物質，測定方法

備　　　考材　料　名

種　類

・　サッシ施工　　・　ガラス施工

デヒド

　　ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

標準仕様書に定めがあるもの以外で，次に示す工事段階及び事項については，監督職員の立会いを受

μg/m3

ホルムアル

指針値

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査を受ける。

コンクリｰト工事

屋根，とい工事

ける。

　固相吸着-加熱脱着法で採取し、

施工の確認及び報告を行う工程

鉄筋工事

木工事

・　

・その他(　　　　　　　　　　　　　)

・　防水施工

・　塗　装

　容器採取法で採取し、

石工事改修延べ面積

延　べ　面　積

濃　度　測　定

施工の立会い等

・　

ベンゼン

防水工事

　　ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

植栽工事

・　カーテンウォール施工

220μg/m3

左官工事

以下

380μg/m3

スチレン

以下

トルエン

100μg/m3

以下

・次のうちのいずれかの測定方法とする。

　固相吸着-溶媒抽出法で採取し、

以下

260μg/m3

キシレン

以下

870μg/m3

エチル

建具工事

鉄骨工事

・　石材施工

ものとする。

PCカーテンウォール工事

・　建築板金　　・　スレート施工

・　ブロック建築　　・　ALCパネル施工

タイル工事

・　内装仕上げ施工(床，天井仕上げ等)　　・　表装内装工事

・　内装仕上げ施工(鋼製下地)

一工程の施工の

・　建築大工

⑤　受注者は，資機材の搬出入等において，資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させるものとす

・　造　園

金属工事

標準仕様書に定めがあるもの以外で，次に示す工程については，施工の確認及び報告を監督職

バックホウ

③　受注者は，本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には，車検証のコピーを保管し，本工

②　受注者は，本工事の施工に先立ち，本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適合する車

ホイールクレーン(ラフテレーンクレーン)

ホイールローダ

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」(平成9年7月31日

に適合した車両

備　　考

空気圧縮機(可搬式)

発動電動機(可搬式，溶接兼用機を含む)

ブルドーザ

ローラ類(ロードローラ，タイヤローラ，振動ローラ)

事関係車両を把握しなければならない。

種　　類

る。

両の使用」について，排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

油圧ユニット(基礎工事用機械で独立したもの)

塗装工事

1.この工事の受注者は，独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準，

  3 高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において，電気事業

工事用電力設備

定に合格した者

この工事現場には，下記の資格を有する工事用電力設備の保安責任者を選任する。

・ 

  4 旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検

  6 第1種電気工事士の資格を有する者

の保安責任者

<1.3.4>

設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学(

・ 

した者

・ 

  7 2級電気工事施工管理技士の資格を有する者

項各号の科目を修めて卒業した者

法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第7条第1

  5 公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格

なお，完成写真には撮影方向等を明示した配置図，平面図を添付する。

本工事は，次の書類について電子納品の対象とする。

・ 

・ 

・ 

  8 第2種電気工事士(旧電気工事士)以上の資格を有する者

 9 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施

実験を含む)に関する科目を修めて卒業した者

・ 

<1.4.2>

再利用を図るものは，次による。

完成図の種類及び記入内容は次による。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙，工事名称等は金文字入りとする。

電気保安

測定結果が上回った場合の措置

  2 1級電気工事工事施工管理技士の資格を有する者 ・ 

項　目　名

<1.3.3>

工作物等　

この工事現場に下記のいずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

  1 第3種電気主任技術者以上の資格を有する者

m2

m2

技術者

改修延べ面積計

測定結果が指針値を上回った場合は，監督職員と協議する。

試料採取方法

各該当(項目)番号を示す。

のとする。ただし，同等以上のものとする場合は，監督職員の承諾を受ける。

(4) 特記された材料，製造所，製品名，施工業者等の取扱いは，特記されたもの又は同等以上のも

技　術　検　査

2.特記仕様書の適用方法

m2

工　事　場　所

(　　)の数値は，当該既設建物の面積とする。

上に示すほか，次の化学物質について濃度測定を行う。

模　様　替

総　　　　　則 

完　成　期　限

(5) 左欄の( )，(( ))，< >，<< >>，[ ]内の数値は，下記の各該当番号を示す。

監督職員の指示による。

<1.7.2>

地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

完成図

風速　　　　　　　V0 =　34　m/s

建築基準法に基づき定められた区分等

完成図の種類及び記入内容は次による。

(3) 表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

(2) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は，○印の付した事項のみ適用する。

づき定められた

完　　成　　図

完成図の様式等は次による。

　原図サイズ　　　

記入内容

<1.8.2>

　提出部数

施工図

　作成方法　　　

2部

・　タイル張り

・　左　官

　高速液体クロマトグラフ法によって行う。

種　類

CADデータのメディア(提出媒体)については，監督職員との協議による。

発注図面に決定・変更内容を朱書記入・訂正したもの及びCADデータ。

<1.3.5>

建築基準法に基

区分等

(1) 　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は, すべて適用しない。

この工事現場では，次の施工条件による。

④　受注者は，取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には，直ちに監督職員に報告

しなければならない。

<< >>

適用工事種別

備　　　考

工事の種類

規模等

既設仕上げ材、下地材撤去が完了した段階

下地調整が完了した段階

下地が完了した段階

仕上げ塗材下地工事

軽量鉄骨天井下地及び軽量鉄骨壁下地工事

撤去工事
A3判　(二つ折り製本)

発生材の処理等

3)集積場所(構内発生材置場)

1)品名　　　 2)受入場所

確保

<1.3.7>

・配合設計の段階で実施する環境庁告示46号溶出試験

3)搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

・施工後に実施する環境庁告示46号溶出試験

5)工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は、監督職員と協議する。

六価クロム溶出試験の種類

関係法令に従い適切に処理するもの

<1.3.8>

　  (ボード類)　　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

・施工後に実施するタンクリーチング試験

4)日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

　  (陶器類)　  　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

　  (ガラス類)　　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

　  (残土)    　　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

<1.3.11>

施　工　中　の

環 境 保 全 等

建設機械の使用

排出ガス対策型

建　設　機　械

低　振　動　型

低　騒　音　型

福岡県久留米市小森町一丁目1番1号　(久留米工業高等専門学校構内)

引渡しを要するもの

1)品名(　　　　)　 2)引渡し先(久留米工業高等専門学校)　

1)品名(ビニル床タイル、ビニル床シート、ビニル巾木、石綿セメント板、

2)受入場所  (福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

特別管理産業廃棄物

      (石綿ケイ酸カルシウム板、ロックウール吸音板[アスベスト含有])

　  (コンクリートガラ)　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

3)搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

　　(木類)　　　　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

現場において再利用を図るもの

5)工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は、監督職員と協議する。

1)品名　　　 2)受入場所

4)日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

　  (アスファルトガラ)　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

再生資源化を図るもの

1)品名(　　床材)　 2)使用箇所(　　　　室)

　　(発生土)　　　　　　　(福岡県筑後市大字徳久1番地　(有)フクナン開発)［運搬距離14.7㎞］)

建設省告示第1536号　最終改正　平成13年4月9日　国土交通省告示第487号)に基づき国土交通大臣が

型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。

ただしこれにより難い場合は，監督職員と協議の上，必要書類を提出するものとする。

監督職員に提出するものとする。

低騒音型建設機械を使用する場合，現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い，

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は，「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

(平成18年3月17日付け国総施第215号)に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。

排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は，平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出

ガス浄化装置の開発」，またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査

証明事業，もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで，

排出ガス対策型機械と同等とみなす。ただし，これにより難い場合は，監督職員と協議するものとする。

　排出ガス対策型建設機械，又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合，現場代理人は，

施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い，監督職員に提出するものとする。

規程(平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号)もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領」

法律」(平成17年法律第51号)に基づく技術基準に適合する機械，または，「排出ガス対策型建設機械

指定要領(平成3年10月8日付け建設省経機発第249号)，「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する

出力8kW以上，560kW以下)を

ディーゼルエンジン(エンジン

搭載したものに限る。

ディーゼルエンジン(エンジン

搭載したものに限る。

出力7.5kW以上，260kW以下)を

ディーゼル車

排出ガス規制

材料の品質等

施工中の安全

材料の検査等

施工の検査等

確認及び報告

化 学 物 質 の

の測定

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン等の揮発性有機化合物の室内濃度

測定し，指針値以下であることを確認し，報告する。

　工事の施工完了後，引き渡しをするまでの間に，下表の測定室等の揮発性有機化合物の室内濃度を

※上記の室について，それぞれ1検体につき2回採取を行い測定する。

室外についても室内と同様の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なくとも

壁から1m以上離した高さ1.2～1.5mの位置を試料採取位置として設定する。外気の試料採取は

検査時期は，監督職員と協議するものとする。

本工事期間中に中間技術検査を，1回行う。

工事写真帳は(　・　紙媒体　　・　電子媒体)で　2　部提出する。

試料採取は室内及び外気の各1箇所を2回づつとし，対象室内を30分換気後に対象室内を5時間

以上密閉し，その後概ね30分間採取の濃度(μg/m3)で表す。採取の時刻は揮発性有機化合物濃度

の日変動で最大となることが予想される午後2時～3時頃に設定するのが望ましい。

外壁及び空調吸排気口から2～5m離した，室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位置と

して設定する。

・施工時間の指定　休日及び夜間

・工事における騒音及び振動が発生が考えられる工程は、監督職員と協議の上施工すること。

・改修部分以外については利用中のため、学生・教職員等への安全等に配慮すること。

積雪区分　　　　　建告示第1455号　　別表　(三十八)

m2

m2

　:　公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成31年版)

　:　文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版)

　:　公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成31年版)

　:　文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版)

(平成31年版)，公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成31年版),文部科学省建築

改修工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版),文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成

31年版),工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

階 室　　　名 採取本数棟　名　称

1検体
1階

2階
1検体

3階
1検体

1検体
外部

測定室等

アスファルト防水層の種別

<3.3.3>

種別及び工程

施工箇所

ベンチマーク

及　び　工　程

仮設間仕切り

シーリング改修工法の種類

<3.1.4>

<2.3.1>

足 場 そ の 他

工法

既存部分の養生

<2.3.2>

改修工法の種類

<1.8.3>

(2.2.2)

工法

防水改修工法の種類

保全に関する資料　　提出部数　　　　部

工　事　区　分

2

(2.2.4)<2.2.1>

提出方法:

関 す る 資 料

保　　全　　に

改修ドレン ・設けるルーフドレン回

及び処理

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去　　・行う

り　の　処　理

<3.2.5>

<3.2.6>

既存下地の補修

シーリング再充填

・設けない

・行わない

足場を設ける場合は，手すり据置き方式又は手すり先行専用足場方式とする。また、併せて，

足場の外側及び内側（躯体側）の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置する

こととし，幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の有無に関わらず設置すること。

既存部分(機器を含む)等の養生方法:監督職員の指示による。

貸与条件:貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図の作成の為以外に使用しないこと。

・ D - 1 屋上設備基礎

種　別

監督職員の指示による。

工事区分は，(図面番号　附-01)工事区分表　による。

基準位置

基準地盤高さ

ＦＬ合わせとする

―

―

屋上：SI-M2、塔屋屋上：S-M2、パラペット・庇：X-2

専門教室棟

RC・3

内装改修

塗装改修

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

(３６)

221

663

663

令和３年　２月　１２日　(金曜日)

建具改修
・ 

電気設備改修 機械設備改修

現場説明書，特記仕様書7枚，図面17枚，公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)

23.59

23.59

・ 



事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

縮尺

―

図面名称

特記仕様書（２）久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

工事名称

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１
特Ａ－０２

４章　外壁改修工事

５章　建具改修工事

6章　内装改修工事

製品名

工法

工法名
施工箇所

形状

寸法(mm) 陶器

きじ 役物

磁器 標準 特注施釉

色

なし

うわぐすり

無釉 あり

製造所

含水率

・Ｃ種

樹種名

寸法

施工箇所

3KV以下

・Ａ種

製造所・製品名

・ループパイル

パイル形状

・ ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

寸法

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

材面の品質

含水率

樹種名

<4.2.2>

タイルの形状，寸法，きじの質及び工法等

塗膜はく離材　製造所，製品名

注入併用工法の注入材料

・エポキシ樹脂モルタル

製造所，製品名

寸　法

種　別

施工箇所

製造所，製品名

施工箇所

・可とう性エポキシ樹脂 Uカットシール材充填工法

ひび割れ部充てん材

改質アスファルトシート防水層の種別

種　別

可とう性エポキシ樹脂の製造所，製品名

・シーリング材

・ポリマーセメントスラリ

種　類

工法別使用材料

種　　別

<3.4.3>

・エポキシ樹脂

・ポリマーセメントモルタル

欠損部充てん材

種　別 施工箇所

施工箇所

・可とう形外装薄塗材Ｅ ・凹凸状

・防水形外装薄塗材Ｅ

・平たん状

・外装薄塗材Ｓ

薄付け仕上塗材

見本焼き　　・行う　　・行わない

備　　考

試験張り　　・行う　　・行わない

仕上げの形状 工　法

・外装厚塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＥ

・吹付け

<5.3.3>

<5.3.4>

<5.3.2>

・ローラー塗り

・外装薄塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

・着色骨材砂壁状

・こて塗り

・さざ波状

・砂壁状

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・吹付け

・吹放し・外装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・かき落とし

・防水形複層塗材ＲＥ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

呼び名

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・ ﾛｰﾗｰ塗り

・防水形複層塗材ＲＳ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＣＥ

・ゆず肌状 ・耐候形1種

仕上げの
耐候性

・耐候形2種

・ 

・凹凸模様 ・ ｼﾘｶ

・ ｱｸﾘﾙ系 ・溶剤系

・つやなし

・ 

施工箇所

外　観

<6.9.3>

樹　脂 触　媒

・つやあり

・水系・ ﾒﾀﾘｯｸ

・弱溶剤系

・凸部処理

仕上げの形状 工　法

種別及び工程

・ローラー塗り

備　　考

呼び名

厚付け仕上塗材

形状

備　　考

・吹付け

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・吹付け

可とう形改修用仕上塗材

・可とう形改修用塗材Ｅ

・凸部処理

防虫処理

遮音性 ・ S-5  ・ ・ S-4  ・ 

・ W-4  ・ 

形状及び仕上げ

・Ｂ種性能等級 ・Ｃ種・Ａ種

・ S-4  ・ 耐風圧性
織じゅうたん

種　別

材　　　　　料

帯電性

・カットパイル ・　

・Ｂ種

・　

・人体帯電圧
・ W-5  ・ 

・ T-B種

外部に面する樹脂製建具の遮音性能等級

・ T-A種

外部に面する樹脂製建具の性能等級

外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級

種　別

製材

代用樹種の使用　　・禁止する　　・禁止しない

・電気錠

・ H-4  ・ ・ H-5  ・ 

材　　　　　料

呼び名

・ローラー塗り

工　法

・ひき起こし

複層仕上塗材

・こて塗り

・ H-A種 ・ H-B種

断熱性

上塗りの種類

防虫処理

・ A-4　・　

呼び名

水密性

枠の見込み寸法(mm)

・ S-5  ・ 

工　法

・可とう形改修用塗材ＲＥ

・ S-6  ・ 

・可とう形改修用塗材ＣＥ

仕上げの形状

・60　・70　・80　

造作用単板積層材

見付け材面の品質

・用いる　　　・用いない

防虫処理　　・行う　　適用範囲

日本農林規格品

造作用集成材

種　別

気密性

施工箇所

表面処理

寸法

・ループパイル

・ カット,ルｰプ併用

パイル形状

・ レベルルｰプパイル

　3KV以下

・人体帯電圧・カットパイル

・ グリッパｰ工法

抗菌加工の有無　　・有　　・無

・　

・全面接着工法

帯電性

タフテッドカーペット

パイル長さ(mm) 工　法

<5.7.4>

<5.13.3>

製作所

材料板ガラスの種類

熱線吸収板ガラス

<5.13.2>

<5.13.5>

厚さ(mm)

・本締り付モノロック

反射ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

・空錠

・モノロック

<5.7.2>

・グリーン

マスターキー

・シリンダ本締り錠

・　

材料板ガラスの種類

・押棒，押板

・作製する　　・作製しない

材

・シリンダｰ箱錠(レバｰハンドルを含む)

スイングドア,スイングサッシの金物の種類

鍵

反射皮膜の使い方日射熱遮へい率の区分

ガラス

色　調

色　調

グランドマスター ・作製する　　・作製しない

種　類

フロｰトガラス

・　

・1種

・高性能熱線

・　

材料板ガラスの種類

・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ

・熱線反射 ・ブルー

<5.2.3>

・B-1種

表面処理

屋内の建具

種　別

・シルバー

・ブロンズ

・グレー

素材が強化又は倍強度ガラスの場合の製造所

材　　　　　料

エッジクリアランス 掛り代

ガ ラ ス 溝 の

板強化ガラス

強化ガラス

・内面

熱線反射板ガラス

・3種

映像調整

・フロートガラス　　・熱線吸収フロートガラス

・磨き板ガラス　　　・熱線吸収磨き板ガラス

・2種

・行う

フロート強化ガラス

・外面

・　

材料板ガラス

ガラス厚(mm)

・倍強度ガラス　　　

寸法，形状等 面クリアランス種　類

・強化ガラス

名称

・無研磨板

種　類

・研磨板

・単板張りパーティクルボード

・ 15(難燃)　・ 18(難燃)

・ 30(難燃)　・ 35(難燃)

・ 30　　・　

・ 40(難燃)

・ 300×300　　・　

色　柄

・塩化ビニル系

・ 30　・ 35　・ 40

寸法(mm)

ゴム床タイル

製造所・製品名厚さ(mm)

・ プラスチックオｰバｰレイ ・ 20(難燃)　・ 25(難燃)

寸法(mm)

厚さ(mm)

その他ボード

厚さ(mm)

・単板オｰバｰレイ

材　　　　　料

ガラス溝の寸法，形状等

・MDF

建具用金物

厚さ
柄

・塗装

・ 18　・ 21　・ 24　・ 30

・ 10(難燃)　・ 12(難燃)

規格，区分等

誘導用，注意喚起用床材　　視覚障害者用タイル

・化粧パーティクルボード

・ 10　・ 12　・ 15　・ 18　・ 

・  3　・  7　・  9　・ 12　・ 

・ 

・ 20　　・　

性　能

・ 　　・　

<6.8.2>

種　類

寸法(mm)

・レジンコンクリート系

厚さ(mm)種　類

(㎜)

防腐・防蟻処理の方法

防蟻処理は，非有機リン系とする。

工場における加圧式とし，十分に乾燥を行う。

防蟻処理　　・行う　　　適用範囲　

鋼管製といの防露

施工箇所

種　類

<4.3.4>

・単独工法　　・注入併用工法　　・単独工法(注入口付)　　・注入併用工法(注入口付)

・コア抜取り(抜取り個数　　　　　個　　コア抜取り部補修方法　　　　　　　　　　　)

一　般　事　項

改　修　工　法

ひび割れ部の注入状況の検査方法

耐風圧等 ・S-4　　・　　　　

・A-3　　・　

<5.1.3>

・A-4　　・　

浮 き 部 改 修

樹脂注入工法

・S-5　　・　

<4.4.4>

性能及び構造

<5.2.4>

・　

建　具

水密性

種別　　・かぶせ工法　　・撤去工法(　・はつりによる撤去　　・油圧工具等による撤去　)

<5.2.2>

・C種

・普通曲げ　　・角出し曲げ(補強あり)

・乳白

<5.6.5>

曲げ加工

・W-5　　・　・W-4　　・　

性能等級

枠の見込み寸法(mm)

継続して危険を知らせる音声を発するものとする。なお，この装置は，防火シャッターに近接して

・　

・合成樹脂製　　・ガラス繊維入り合成樹脂製　　・ステンレス(SUS316)製

色　調

下中の危険を知らせる文字，イラスト等を目立つように塗料による描き込み，またはシール等の貼

外部に面する建具

・C-2種(・ブラウン系　　・ブラック　　・ステンカラー )

・C-1種

・B-2種(・ブラウン系　　・ブラック　　・ステンカラー )

気密性

形状及び仕上げ

・B種

・S-6　　・　

・　

網目(メッシュ)　　・ 16～18　　　・　

防虫網

線径(mm)          ・ 0.25以上　　・　

木材

<6.2.2>

工法

シャッターへの危険表示は，シャッター両面の下部部分(全体の高さの1/2以下の位置)に，降

合成樹脂塗床材の除去

ガラスブロック

音声発生装置は，シャッターが降下を開始すると同時にスイッチが入り，閉鎖して停止するまで，

化粧目地の色

・クリア

ガラスブロック

・A種

注意灯は，シャッターが降下を開始すると同時にスイッチが入り，閉鎖して停止するまで，継続し

防腐処理　　・行う　　　適用範囲　

り付けを行う。

，柱，壁，天井等に設置する。

て注意灯を点灯するものとする。また、点灯方式は点滅方式または回転方式とする。

積　　　　　み シーリングの種類

表面仕上げ ・HL仕上げ　　・　形状及び仕上げ

工　　　　　法

表面形状

性能及び構造 外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

・機械的除去工法　　・目荒し工法工　　　　　法

<6.5.2>

寸法及び厚さ(mm)

防火シャッター

<5.6.4>

下記以外のビニル床タイルは，厚さ2.0mmとする。

<5.4.2>

下記以外のビニル床シートは，種類FS，柄は無地，厚さ2.0mmとする。

材　　　　　料

<5.6.3>

SUS304　　・ SUS430J1L　　　・ SUS443J1　　　・ SUS430ステンレス鋼板

(株)コニシ　E203,209
300×300

(アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入併用工法)

製造所・製品名

施工箇所

施工箇所

ただし，現場における加工が生じた場合には，加工した箇所に対し，現場にて防腐・防蟻を塗布

することとする。

<3.5.3>

合成高分子系ルーフィングシート防水層の種別

仕上塗料 施工箇所

種別及び工程

種　　別

・ SⅠ－ F2

・ S－ M2

S－ F2

<3.6.3>

脱気装置

塗膜防水の防水層の種別

施工箇所

種別及び工程

ルーフドレン

・ 

・ABS樹脂

・ステンレス

材　　　　　料

・バルコニー用

<3.8.2>

・陸屋根用(・縦型　・横型)

種　別 防水下地，寸法等

・配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管　　・ステンレス管　t=0.6　　・　

耐酸被覆鋼板，ガルバリウム鋼板の製造所

・バルコニー中継用

といの材種

材　質

・立上がり部脱気型

・ポリエチレン樹脂

・鋳鉄

・塩化ビニル樹脂

・ステンレス

・銅

設置数量

・合成ゴム 　　個/　　　m2

・平面部脱気型

種　　別

種　　別

X-2

鋳鉄製　φ100

鉛製　φ100

・ SⅠ－ M1

せっ器

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

・ふっ素系

・70　　・100 ・70　 　・100

バックセット(㎜)

材　　　　　料

性能及び構造

・ 

20

15

・

1　個/      m2

アンカーピンニングの工法種別

及　び　寸　法

質 ， 形 状

繊
維
板

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

・ SⅠ－ M2

塔屋 屋上立上り

塔屋 屋上平場

10x10

(株)コニシ　E600

セメダイン(株)　EP90

(株)アサヒボンド工業　EL55

(株)アサヒボンド工業　576

アイカ工業(株)　JB-63

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

同等品以上

同等品以上

屋上平場

屋上パラペット立上り・

・

パラペット、ハト小屋、設備基礎、庇、バルコニー

2.0

図示

同等品

超防汚性ビニル床シート 消臭性

抗菌性

防汚性 防カビ性
ロンシール工業

サニタリウム



事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月
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久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社
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代表取締役　梅野克成
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9章　環境配慮改修工事8章　耐震改修工事

7章　塗装改修工事

タイルの形状，寸法，きじの質及び工法等

磁器

・化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ板(FK-D)

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 ・ 4.0

・　

名称

化粧単板　・ 0.3未満　・　

・ ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

繊維

板　　　　・ 4.2　　　・　

セメ

・なら　・しおじ

ント

役物 製造所うわぐすり

なし陶器寸法(mm) 標準 特注

色

施釉

プ巻き工法

無釉

内部用

種　　別

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ

・　

・防滑仕上げ

・エポキシ樹脂系

・つや消し仕上げ

・薄膜流し展べ工法（　・平滑　　・防滑）

・弾性ウレタン樹脂系

・厚膜流し展べ工法（　・平滑　　・防滑）

材　　　　　料

・  6.0　・ 

<6.13.2>

強化

せっこうボード，その他ボード及び合板張り

・ 0.8けい酸ｶﾙｼｳﾑ板(FK)

軒天用

・天然木化粧合板

・外装ﾓﾙﾀﾙ下地材

・特殊加工化粧合板

きじ

・せっこうボード(GB-R)

・ 12.5(不燃)

１号

普通

立体模様

厚さ(mm)

・ ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)

　・ 12.5(

・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)

種　　類

　・　

特殊

　・　

・12.0(不燃)　

２号 32K

立体模様

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)

・木目模様
普通

・ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(DR)

規格・区分等

・強化せっこうボード(GB-F)

普通

・ 

　・ 12.5(

・ 9.5(準不燃)　・ 12.5(不燃)

・ 25

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-S)

・ 9.5

(GB-NC)

・せっこうラスボード(GB-L)

・ ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-D)

・ 

製品名あり

形状

器
せっ

工法
施工箇所

工法名

・根太張り工法

・接着工法

・直張り工法

模様なし

ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

　・　

・モルタル埋め込み工法

　・ 9.5（不燃）

・接着工法

・直張り工法

・モルタル埋め込み工法

・根太張り工法

・流込み工法　　　　・圧入工法

・ 

・ 耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ

・ 

・ 40ｄ ・ 

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋以外の鉄筋の定着長さ

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

・つや消し仕上げ　（　・平滑　　・防滑）

合成樹脂塗塗床材

工法・仕上げの種類

・ 40ｄ

<8.19.3>

・樹脂モルタル工法（　・平滑　　・防滑）

平均深さ（mm)

コンクリートの

法及び溶接フー

<8.19.8>

打継ぎ面に対する目荒し面積の割合（％）

打込み

<8.21.5>

部位

・流込み工法　　　　・圧入工法

目荒し

溶接金網巻き工

既存部分の処理

打込の工法の種類

める。なお，一日の作業終了時には床等を高性能真空掃除機等により清掃する。

「アスベスト廃棄物」という。）を作業当日に適切に処理可能となるよう作業手順を定

５．上記によるほか，処理作業に伴い発生する飛散性アスベストを含む廃棄物（以下，

・ 

<6.11.2>

工　法

・研磨板

樹　種

・MDF

材　　　　　料

・ 18　・ 21　・ 24　・ 30

・ 10　・ 12　・ 15　・ 18　・ 20

・1級　・2級　・　級

・　

・ 303×303

・  5　　・  7

・化粧パーティクルボード

・ 30

・行う

・B種

・ 

防湿処理

・C種

・未研磨板

・ 10(難燃)　・ 12(難燃)

工　法

・ 12　・ 15　・ 18　・ 21

・ プラスチックオｰバｰレイ

防火性能の級別
・　

・ 

・木片セメント板

・単板オｰバｰレイ

・  5　　・  7

・内装用化粧ハードボード ・  2.5　・  3.5　・  5　・  7

・シージングボード

・未研磨板

・　

単層フローリング

・ フロｰリングボｰド

・天井仕上げ材

厚さ(mm)

フローリングの種別

・ モザイクパｰケット

大きさ(mm)樹　種

・　

・ フロｰリングブロック ・ 15

・塗装

・研磨板

・　

・外装用化粧ハードボード

・普通木片セメント板

・スタンダードボード

・ 30(難燃)　・ 35(難燃)

施工箇所

使用箇所

網目の形状，寸法

・角形鋼管

備　考

鉄　　　　　筋

<8.2.2>

<6.10.2>

型 枠 の 材 料

・複合3種 フロｰリング

・A種・複合1種 フロｰリング

・ 15　・ 20

・  2.5　・  3.5

種　別

樹　種

［2編2章　特殊実験施設内装工事　(特記基準)］

・　

複合フローリング

・複合2種 フロｰリング

大きさ(mm)

・ 15　　・ 18

・単板張りパーティクルボード

・ 25　・ 30

・1級　・2級　・　級

<6.14.2>

・普通木毛セメント板

・  2.5　・  3.5

材　　　　　料

・  5　　・  7

・硬質木片セメント板

・  3　・  7　・  9　・ 12　・ 15

・押入収納内装材

材　　　　　料

<8.3.8>

<6.16.4>

陶磁器質タイル

・　

厚さ(mm)

材　　　　　料

フローリング

<8.2.8>

張　　　　　り

<8.2.7>

種別及び性能

3.アスベスト含有建材使用数量の確認

アスベスト含有建材の処理の工事

鉄骨製作工場

φ6

工事種別品　　　　　質

・超音波深傷試験

7)マウンティング方法

種類

ガ　ス　圧　接

摘要
一般事項

<9.1.1>

・耐火板張り工法

・除去処理

材　　　　　料

構造区分

耐火被覆材の

目視又は設計図書による施工調査は，次の事項について行い，調査結果をとりまとめ，図

面等により記録し，監督職員に提出する。

種別　　　　　　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種

<6.12.2>

工　　法

((2.7.2))

フローリングの種別

D種の場合の畳床　　・KT- Ⅰ　　・KT- Ⅱ　　・KT- Ⅲ　　・KT-K　　・KT-N

畳敷き

・囲い込み処理

適用箇所

・耐火材吹付け　　(　・乾式工法　　・半乾式工法　　・半湿式工法　　・湿式工法　)

・ラス張りモルタル塗り

所要性能

<8.16.2>

・ 30　・ 35　・ 40

処理作業後

種別

所要性能

・硬質木毛セメント板

・ 20(難燃)　・ 25(難燃)

・素板

・ 15(難燃)　・ 18(難燃)

壁紙張り

・ 40(難燃)

製造所・製品名

・  9　　・ 12

・内装仕上げ材

・木毛セメント板

・研磨板

・無研磨板

物の取扱いに関する技術指針」(以下「技術指針」という。)の「第3章　撤去」及び

物課適正処理・不法投棄対策室長　環境産発第050330010）別添の「非飛散性アスベスト廃棄

8)顕微鏡視野面積,計数視野数

いて行う。

1.除去処理工事は <9.1.3>及び<9.1.4> によるほか，「センター指針」の「吹付けアスベスト

6)サンプリング条件(ホルダー直径,吸引時間,吸引空気量), , 

10)測定時(各測定場所毎)の温度,湿度,風圧

アスベスト含有建材飛散防止処理施工計画書

3.囲い込み処理工事は「センター指針」の「吹付けアスベスト処理工事マニュアル」の「Ⅲ

11)その他必要な事項

(N/mm2)

分析によるアスベスト含有の調査　　・行う

適用箇所

2.アスベスト含有建材の厚さ等の確認

圧接完了後の試験

<8.1.5>

次の事項に基づき実施する。

4.アスベスト含有成形板の撤去工事は， <9.1.5> によるほか，「非飛散性アスベスト廃棄物の

封じ込め処理工事」に定める「5.封じ込め処理作業手順」に基づいて行う。

による。それ以外の分析方法とする場合は，監督職員と協議する。

し監督職員に提出する。

適正処理について」(平成17年3月30日付 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄

囲い込み処理工事」に定める「5.囲い込み処理作業手順」に基づいて行う。

測定　5

3)測定時間

処理作業室，処理作業室以外の室内又は室外，負圧・除じん装置の排出吹き出し口，敷地

・封じ込め処理

ただし，アスベスト含有の分析方法は，JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」

1.アスベスト含有建材使用部位の確認

4.施工範囲等の確認

1週間以内

種類の記号

処理工事マニュアル」の「Ⅰ　除去処理工事」に定める「5.除去処理工事作業手順」に基づ

施工調査

処理工事

測定　2

4)隔離シートの撤去

3.下記の内容に基づくアスベスト粉じん濃度測定結果報告書を作成し,監督職員に提出する。

3)負圧・除じん装置の設置

1)粉じん飛散抑制剤の使用　

スランプ

設　計　基　準　強　度

測定名称

2.アスベスト粉じん濃度の測定に当たっては，アスベスト粉じん濃度測定計画書を作成

1.施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等は，関係法令によるほか，<9.1.3> ,<9.1.4>

2.封じ込め処理工事は「センター指針」の「吹付けアスベスト処理工事マニュアル」の「Ⅱ

測定　7

1.アスベスト粉じん濃度の測定場所，測定点及び測定時期は下表による。

4)測定位置(測定高さと共に図示する。)

2)粉じん飛散防止処理剤の使用

施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等

5)測定時の作業内容

1)工事名称

・　

2)測定結果

・人体帯電圧3KV以下

・ 一 種

ルｰプパイル

総厚さ(mm)

厚さ(mm)

寸法(mm)

タイルカーペット

500×500

製造所・製品名

・　

ニードルパンチカーペット

・　　種

パイル形状 電気抵抗(Ω)

・ 6.5

・　

帯電性

抗菌加工の有無　　・有　　・無

・ カットパイル

製造所・製品名

・軽量形鋼

・アンカーボルト

・　

9)計数アスベスト繊維について

・ 

溶　接　金　網

材　質

床型枠用鋼製デッキプレート

備　　考

適用箇所

測定　6

調査対象室

<6.16.3>

種　別

作業終了後

種　別

製造所

鉄線の径

・鋼板(中・厚)

適用箇所

<8.2.1>

径(mm)

・適用しない

・棒鋼

・鋼板(薄)

鋼　　　　　材

SS400

・形鋼(H形)

・平鋼

・形鋼(その他)

アスベスト粉じん濃度測定

測定　1

分析によるアスベストの含有の調査は，「改訂　既存建築物の吹付けアスベスト粉じん飛

境界において，アスベスト粉じん濃度の測定を行う。

単位容積重量(kg/m3)

(cm)

測定時期

処理作業前

測定　4

(シート養生中)

シート撤去後

見本焼き　　・行う　　・行わない

・次の箇所は防火材料とする。

((2.1.2))

材　　　　　料

材　　　　　料

試験張り　　・行う　　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

塗料は，ホルマリン不検出のものとし，有機溶剤の含有の少ないものとする。

処理作業中

測定　8

防火材料の指定

抗菌性塗料の製品名(製造所)及びつやの程度

調査対象建材

軽量コンクリートの気乾

［2編2章　特殊実験施設塗装工事　(特記基準)］

・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。

<7.1.3>

コンクリートの

測定　3

継手方法等継　　　　　手

及　び　定　着

<8.3.4>

その他

部　　　　位

・重ね継手

継手方法

柱，梁の主筋 ・ガス圧接　　　　・機械式継手　　　　　・溶接継手

径(mm)

・ 　・ 12.5(不燃)

　・ 12.5(不燃)

　・ 12.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(不燃)

・ 9.0(不燃)

・ 9.0(不燃)

・12.0(不燃)　

　・ 　・ 15.0(不燃)

東リ/GA-100

サンゲツ

田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

・  6.0

　・ 12.5(・ 9.5(不燃)　・ 12.5(不燃)・硬質せっこうボード(GB-R-H)

校長室はハイグレードのものとする

・1級　・2級　・　級

　・ 12.5(不燃)

・9 (ラスカット(ノダ)同等品) 　

ビニル床タイル、ビニル床シート、ビニル巾木、石綿セメント板、
石綿ケイ酸カルシウム板、ロックウール吸音板

図示

15～30％2～5mm(最大で5～7mm)

10～15％2～5mm(最大で5～7mm)

柱･梁

増打ち部

SS400

SS400

梁

柱･梁

ABR400

合　
　

板

特
殊

難
燃
合
板

そ
の
他

吸
音
材
料

せ
っ
こ
う
ボ
｜
ド
製
品

ＬＡＮ管理室、便所、倉庫を除く全ての室

散防止処理技術指針・同解説2006(日本建築センターH18.10)」(以下「センター指針」という。)

の「3.3.3 資料採取による現地調査」に基づき行う。

測定場所

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室以外の室内又は室外

排出吹出し口

処理作業室

負圧・除じん装置の

敷地境界

処理作業室内

処理作業室以外の室内又は屋外

1m/sec以下の位

各　　　点

測定点

4方向各　　　点

各　　　点

計　　　点

(各施工箇所毎)

各　　　点

置　各　　　点

各　　　点

計　　　点

(敷地境界)

出口吹出し風速

備考

大気

大気

9.5(不燃)

9.5(準不燃)

9.5(準不燃)

工場性能評価グレード　　　Ｍ　以上の工場

100×100

150×150

200×200

φ6・SD235

・SD295A

・SD345 D19～25

スパイラル筋

構造図による。

構造図による。

セ
メ
ン
ト
板

木
質
系　
　

・テーパードボード

(

硬
質
繊
維
板)

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド

素
地
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド

(

軟
質
繊
維
板)

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

・A級インシュレーションボード

D10～16

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

―

―

左記以外部分

18

21

捨てコンクリート
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

18

18

新設壁・設備基礎・庇･階段
床開口塞ぎ･スロープ

普通コンクリート

及び<9.1.5> に示すもののうち，特に次の事項については「センター指針」の「5.2.4 飛散

防止措置等」に基づき実施する。

施工調査の結果に基づき，アスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだアスベスト含有建材

飛散防止処理施工計画書を「センター指針」の「5.3.2 施工計画書の作成」に基づき作成する。

なお，軽量鉄骨天井下地，つりボルト用彫込みアンカーの取付けは <6.6.1>～<6.6.4>に

よることとし，アスベスト粉じん飛散防止措置を講じたうえで行う。

・ 
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付近見取図
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2,8501,950 1,950 6,600

9,4503,900

Ｓ＝１／１００参考断面図

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺 図面番号

久留米工業高等専門学校

事務部長 課長 課長補佐 係長 担当有限会社
代表取締役　梅野克成梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年度 久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事令和２年９月

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１（衛生対策）工事設計業務

専門教室棟

 ・・・本工事建物

Ａ１：Ｓ＝１／１０００・１／１００

Ａ３：Ｓ＝１／２０００・１／２００
Ａ－０１付近見取図・全体配置図・参考断面図



陶
器
質　

角
タ
イ
ル

1 0 0

2 , 6 5 0

2 , 6 5 0

2 , 6 5 0

2 , 7 0 0

2 , 7 0 0

2

2

8

一部 一部

2 , 5 5 0

2 , 5 5 0

一部
10

8 9

番号

仕

上

材

特 記 事 項
イ

ニ

ホ

チ

ヲ

カ

ヨ

タ

石綿スレート

1 2 . 5 mm

不燃石膏積層板

ロックウール吸音板

9 . 5 mm

ビニル壁紙

ビニル壁紙 不燃

準不燃

石膏ボード （ ＰＢ ）

有孔石膏ボード （ ＰＢ ） 9 . 5 mm

木毛セメント板

石綿硅酸カルシウム板（ケイカル板）

化粧石綿硅酸カルシウム板（化粧ケイカル板）

エコカラット

ＡＬＣ ｔ 1 0 0

防 火 認 定 材 料

陶・磁器質タイル

ト

別途工事 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

略 記 号

スチール

アルミ

ステンレス

軽量鉄骨下地

プレート

フラットバー

材料

S

A L

S U S

L G S

PL

F B

コンクリート

軽量コンクリート

C o n

L . C o n

木

フリーアクセスフロア

テラゾーブロック

竪型　ブラインド

横型　ブラインド

カーテン（防炎）

石膏ボード貼

CB

P C

W

F A ﾌ ﾛ ｱ

T . B

H B

V B

C

P B

コンクリートブロック

プレキャストコンクリート

フォームポリスチレンボード

石綿硅酸カルシウム板貼
化粧ケイカル板

ロックウール吸音板貼

塩ビ系タイル貼

モルタル塗

防水モルタル塗

V T

防Ｍ

化粧石綿硅酸

ＦＰ板

ケイカル板

ＲＷ版

M

カルシウム板貼

仕上

コンクリート打放し （ Ｂ種）

コンクリート打放し （ Ｃ種）

コンクリート打放し （樹脂）

特記以外は金鏝とする

打放し （ Ａ ）

打放し （ Ｂ ）

打放し （ Ｃ ）

打放し （ Ｄ ）

モルタル塗

コンクリート打放し （ Ａ種）

合成樹脂エマルジョン

SOP 合成樹脂調合ペイント塗
塗装

アクリル樹脂エナメル塗

ペイント塗

A E

E P

E P - G

塩化ビニル樹脂系

油性ステイン仕上

天然塗料クリア塗
エナメル塗

C L

O S

V E

オイルステインクリアラッカー

オイルステインワックス仕上

OS C L

O SW

防塵

ＵＣ

ＷＵ

A E P

水性ウレタン塗

防塵塗装

ウレタンクリア塗

アクリルエマルション塗

照明
階数表示板

カーテン

縁

廻り
外廻壁

断熱材 備 　 　 　 考

下

地

材

厚

スクエアート

ロ 石膏ボード （ ＰＢ ） 9 . 5 mm

ヌ

ヘ 化粧石膏ボード 9 . 5 mm

レ スクエアトーン・ Ｄ

9 . 5 mm耐水石膏ボード （ ＰＢ ）ソ
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ナ
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ノ

オ
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ラ

リ

ル

ム
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ハ

室名札
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ブラインド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 8 5 9 6 01 6 5 7

耐火

不燃

不燃

NM - 8 6 1 9

NM - 8 5 7 6

NM - 8 6 1 3

NM - 8 5 9 9

NM - 8 5 7 8

NM - 8 5 7 9

QM - 9 0 2 0

QM - 9 8 2 7

NM - 9 9 2 3

QM - 9 5 3 6

告示第1 3 9 9号

告示第1 4 0 0号

告示第1 4 0 0号

NM - 0 8 7 9

内装 床高 天井高

以上

下記 より

S L

基準ＳＬ

-+

基準 F L +

（ 　 ）内は

平均天井高

QM - 9 8 2 8

制限

QM - 9 8 2 4

QM - 9 8 2 6

NM - 0 2 9 6

RM - 9 3 4 0

内 部 仕 上 表

巾 　 木床 壁 天 　 井

ボックス

室　　　　　名

５.　下地調整はＲＢ種とする。

つや有合成樹脂エマルジョン

ペイント塗

ＥＰ ・ ＥＰ－Ｇ ・ ＳＯＰ （基材　準不燃材）

ＥＰ ・ ＥＰ－Ｇ ・ ＳＯＰ （基材　不燃材）

硬質木片セメント板

内装用薄塗材Ｅ

音響調整板

QM - 9 8 1 6

QM - 9 7 0 6

NM - 8 5 8 5

NM - 8 5 7 2

RM - 0 0 2 6

改
　
　
修
　
　
前

改
　
　
修
　
　
後

材料実習棟

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

- 5 0

- 5 0

±0

磁
器
質
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

女子便所

廊　　下

洗 面 所

男子便所

廊　　下

女子便所

男子便所

±0

±0

±0

±0

ビ
ニ
ル
床
シ
ー
ト

2.5

1

1

ソ
フ
ト
巾
木

H 1 0 0

21

ソ
フ
ト
巾
木

H 1 0 0

ソ
フ
ト
巾
木

H 6 0

16

26

26

Ｃ
金
ゴ
テ

Ｍ
金
ゴ
テ

Ｃ
金
ゴ
テ

Ｍ
金
ゴ
テ

Ｍ
金
ゴ
テ

26

化
粧
ケ
イ
カ
ル
板　

突
付
工
法

化
粧
ケ
イ
カ
ル
板　

突
付
工
法

Ｇ
Ｌ
工
法

6.0

t

12.5

Ｐ
Ｂ

22

22

36

36 37

ＥＰ

t

12.5

Ｐ
Ｂ

Ｐ
Ｂ

＋

t

12.5

37

ＥＰ

下
地
調
整
の
上

Ｃｏｎ Ｃｏｎ Ｃｏｎ Ｃｏｎ Ｃｏｎ Ｃｏｎ Ｃｏｎ ＬＧＳ Ｍ

38 38

ＥＰ ＥＰ

ケ
イ
カ
ル
目
透
シ
張

t

12.5

t
6.0

ＬＧＳ

6.0

ＬＧＳ

27

46

46

46

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

9.0 9.5

ＬＧＳ ＬＧＳ

47

48

48

48

１.　特記なき限りＳＵＳは３０４とする。

２.　特記無き限りＬＧＳ壁下地はＷ65とする。

３.　内装材は、全てＦ☆☆☆☆とする。

４.　特記無き限り塗装面下地ＰＢ張りは、継ぎ目処理工法とする。

ピクト

ピクト

汚垂ﾀｲﾙ　900ｘ600ｔ6.0

汚垂ﾀｲﾙ　800ｘ600ｔ6.0

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

化粧鏡（設備）

化粧鏡（設備）

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 掃除具掛けﾌｯｸ：SUS 3か所

図面名称 縮尺工事名称

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事 内部仕上表 ―
（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１
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2.0 2.0

下
地
調
整
の
上

下
地
調
整
の
上

Ａ－０２



生物応用化学第２実験室

準備室

女子便所

ＵＰ

階段室
廊　下

±0

1 / 1 0 0 改修前　１階平面図 1 / 1 0 0改修前　１階平面図

改修面積
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事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

改 修 後改 修 前

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７

生物応用化学第２実験室洗面所
ＵＰ

女子便所

廊　下

±0階段室

±0

-50

-50

準備室

改修範囲を示す

２３.４３㎡

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７

Ｙ１

Ｙ２

男子便所
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男
子
便
所

女
子
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所

±0

±0

縮尺

Ａ１：Ｓ＝１／１００
Ａ３：Ｓ＝１／２００

図面名称

平　面　図

工事名称

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事
（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１
Ａ－０３
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1
0

5
0

1
4
0

2 5 0

3 5 0

1 7 5 1 7 5

3 5 0

1 7 5 1 7 5

1 8 0

9 0 9 0

1
,
3
0
0

1 5 0

7 5 7 5

1
,
8
2
0

3
,
6
0
0

6
7
0

3
0
0

2
,
0
1
0

1 2 0

1
5
0

1
5
0

2
5

6
5
0

2
,
0
2
5

9 , 4 5 0

3 , 7 0 0 2 , 9 0 0 2 , 8 5 0

3 , 7 0 0

5 , 1 9 0 4 , 2 6 03 , 9 0 0

2
,
3
1
0

1
,
3
1
0

2 5 2 2 5

2 5 0

1
4
0

2
,
7
0
0

沓摺：SUS W40

壁：陶器質100角ﾀｲﾙ貼

1 9 0

壁：モルタル仕上

5
0

1 7 0

170x25

ＣＢ積ﾐｔ100
撤去

甲板：人造大理石

撤去

4 0

壁：陶器質100角ﾀｲﾙ貼

壁：陶器質100角ﾀｲﾙ貼
撤去

C
H
=
2
,
7
0
0

天井：ｹｲｶﾙ板目透ｼ張ｔ6.0　ＥＰ
　　　　下地　ＬＧＳ

撤去

撤去

１ＦＬ

ＧＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ

２ＦＬ

6
7
0

3
,
6
0
0

天井：ｹｲｶﾙ板目透ｼ張ｔ6.0　ＥＰ
　　　　下地ＬＧＳ

9 4 5

既存のまま撤去

天井：化粧石膏ボードｔ9.0
　　　　下地ＬＧＳ

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼ｔ2.5

木製ﾄﾞｱ：W720xH2010　　

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
　　下地ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　

9
5
0

1
,
6
0
0

9
0
0

1
0
0

6
0
0

1
5
0

天井：ｹｲｶﾙ板目透ｼ張ｔ6.0　ＥＰ
　　　　下地ＬＧＳ

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
　　下地ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
　　下地ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　

木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去

木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去

C
H
=
2
,
7
0
0

C
H
=
2
,
7
0
0

ｽﾁｰﾙ三方枠：W720xH2010              

2 5 1 5 0

7 5 7 5

3 2 5

壁：陶器質100角ﾀｲﾙ貼

ＲＣ壁撤去部を示す。

ｱﾙﾐ額縁

ガラス撤去

ガラス撤去

既存のまま撤去

1 , 7 2 5

ｶｯﾀｰ入

2 , 8 5 0

1 2 0

2 , 9 0 0

ｶｯﾀｰ入ｶｯﾀｰ入

W1525xH650
ｱﾙﾐ製Fix窓

ｶｯﾀｰ入

Ｘ２ Ｘ３

ピット

ピット

Ｙ１ Ｙ２

男子便所

撤去

撤去

女子便所

撤去

撤去

廊　下

撤去撤去

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

男子便所

撤去

撤去

撤去

撤去

縮尺

Ａ１：Ｓ＝１／３０
Ａ３：Ｓ＝１／６０

図面名称

改修前　断面詳細図久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

工事名称

（衛生対策）工事設計業務

設計業務名

久留米工業高専基幹・環境整備 梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

撤去

Ａ－０４

改 修 前



SOP

SOP

1 / 3 0改修後　断面詳細図

3
,
6
0
0

6
7
0

3
0
0

9 , 4 5 0

2 , 8 5 0

3 , 7 0 0

3 , 9 0 0

１ＦＬ

ＧＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ

２ＦＬ

6
7
0

3
,
6
0
0

既存のまま

1
,
6
0
0

9
0
0

1
0
0

6
0
0

1
,
3
0
0

壁：PBt12.5　素地
　　下地 LGS

9 0 0

化粧ｹｲｶﾙ板ｔ6.0
下地：耐水合板ｔ12.0　LGS

汚垂ﾀｲﾙ　600x900t6.0

壁：化粧ｹｲｶﾙ板ｔ6.0
下地：PBt12.5　LGS

3
,
4
6
0

6 5

3 , 9 0 0

1 , 9 5 0 1 , 9 5 0

1 , 9 5 0 1 , 9 5 0

壁：化粧ｹｲｶﾙ板ｔ6.0
下地：PBt12.5　GL工法

4 0
1 2 0

4 0
8 4 4

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20

ｱﾙﾐ複合ﾊﾟﾈﾙｔ6.0

6 , 6 0 0

5
0

MS-2 5x5

C
H
=
2
,
5
5
0

31.5
6565

91.5 70

2
,
0
0
0

9 4 55 0

MS-2 15x10

木製見切縁

木製塞ぎ板

35x135

30x85

4 0
1 , 0 8 01 , 7 4 0

4 04 0
9 0 0

9
5
0

4 0
1 , 6 9 51 , 0 2 5

9 0 0

1
,
1
0
0

C
H
=
2
,
5
5
0

C
H
=
2
,
7
0
0

7
0
0天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

　　　　下地　LGS

床：下地調整の上
　　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼ｔ2.5

壁：PBt12.5+12.5 EP
　　下地　LGS

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5
　　　　下地　LGS

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5
　　　　下地　LGS

壁：化粧ｹｲｶﾙ板ｔ6.0
　　下地PBt12.5　GL工法

壁：化粧ｹｲｶﾙ板ｔ6.0
　　下地PBt12.5　GL工法

床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼ｔ2.0

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄｔ50

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ敷込み　φ3.2-100角

下地　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄｔ50

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ敷込み　φ3.2-100角

下地　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ
9
0
0

床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼ｔ2.0

1 , 7 2 5

既存のまま

2 , 9 0 0

6 , 6 0 0 2 , 8 5 0

2
,
8
0
0

型板硝子ｔ4.0

ピット

Ｙ１ Ｙ２

廊　下

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

ピット

男子便所

Ｘ２ Ｘ３

女子便所

女子便所

改 修 後

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

工事名称 縮尺図面名称

Ａ１：Ｓ＝１／３０
Ａ３：Ｓ＝１／６０

改修後　断面詳細図
（衛生対策）工事設計業務

設計業務名

久留米工業高専基幹・環境整備 梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１
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撤去

撤去

撤去：設備

撤去

撤去

一部撤去

一部撤去

一部撤去

一部撤去

撤去

撤去撤去：設備 撤去

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

1 / 5 0改修前　天井伏図

1 / 5 0改修前　平面詳細図
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1 , 8 0 0 2 , 9 0 0 1 , 8 0 0 2 , 9 0 0
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ガラス窓ガラス窓
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2
,
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3
,
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1
,
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3
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3 , 9 0 0

9 0 9 0

1 5 0

1
7
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1
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7
5

9 5 0

1 8 0

窓：ﾗﾝﾏ付引違ｲ窓+Ｆｉｘ窓

7 5 7 5

3
,
1
9
0

1 , 2 0 0

W 1 2 0 0 x H 1 8 2 0  t 4 0  3 枚

甲板：人造大理石

甲板：人造大理石
1 2 0

1 7 0 x 2 5

6 0 0 x 1 5 0 0  t 4 0

1 6 5 x 2 5

床見切：SUS 40x50

撤去

撤去

撤去

隔て板：人造大理石
6 0 6 0

7 2 0

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

- 5 0

甲板：人造大理石
1 8 5 x 2 5

- 5 0

W 3 1 9 0 x H 1 8 2 0  t 4 0  1 枚

撤去

撤去ｽﾁｰﾙ三方枠：W720xH2010                

床下点検口：450角

3 , 9 0 0
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化粧鏡
400x500

3 , 9 0 0 5 , 5 0 0
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1
,
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1
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6
0
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1
0
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9
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2
,
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6
2
5

C H = 2 , 7 0 0

C H = 2 , 6 5 0

C H = 2 , 6 5 0

C
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,
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5
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C
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=
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,
6
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5
0

2
,
0
1
0

6
4
0

2
,
0
2
5

6
5
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2
5

9 3 5
ｶｯﾀｰ入

コンクリート壁撤去

2 , 1 0 0 1 , 8 0 0

2 3 0 ｶｯﾀｰ入

O P E N

3 , 5 7 0撤去

ｶｯﾀｰ入

ｶｯﾀｰ入

ｽﾁｰﾙ三方枠：W720xH2010           
撤去

1 , 8 0 0 1 , 7 7 0

9 3 5 2 3 0

2
,
0
5
0

7
5
0

8 5 0 1 , 1 0 0

5
0

2
,
6
5
0

2
,
0
2
5

廊　　下

ｶｯﾀｰ入

ｶｯﾀｰ入

コンクリート壁撤去

ｶｯﾀｰ入

木製ﾄﾞｱ：W720xH2010　　撤去

木製ﾄﾞｱ：W720xH2010　　撤去

ｱﾙﾐ製額縁W80

ガラス　撤去ガラス　撤去

ガラス　撤去ガラス　撤去

ｱﾙﾐ製Fix窓：撤去

木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去

木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去

ｶｯﾀｰ入ｶｯﾀｰ入
化粧鏡
400x500

9
7
5

1
,
2
7
5

1
,
1
7
5

8
5
0

撤去

沓摺：SUS W40   撤去

±0床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.5

9 3 52 3 0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.5
撤去

±0

±0

沓摺：SUS W40   撤去

ｽﾁｰﾙ三方枠
W950xH2025

  撤去

床
：

撤
去

床
：
既

存
の

ま
ま

1
,
1
0
0

撤去

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.5

木製ﾄﾞｱ：W720xH2010　　

コンクリート壁撤去

コンクリート壁撤去
ｽﾁｰﾙ三方枠：W950xH2025
                  撤去

ｿﾌﾄ巾木H=100  撤去
ｿﾌﾄ巾木H=100  撤去

8
5
0

1
,
8
5
0

木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去

1
,
0
0
0

9
8
0

甲板：人造大理石

1 8 0 x 2 5
撤去

ｶﾞﾗｽ窓共木製ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：撤去
W 1 5 7 5 x H 2 7 0 0

 t 4 0  1 枚

W 1 5 2 5 x H 6 5 0
ｱﾙﾐ製Fix窓：撤去

8
5
0

2
,
0
0
0

3
,
7
0
0

2
,
9
0
0

7
,
4
5
0

女子便所

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

改 修 前

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３

女子便所

男子便所

Ｙ１

Ｙ２

男子便所

Ｘ２ Ｘ３

凡 　 　 　 　 例

廊　下

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

男子便所

下地ＬＧＳＡ

Ａ

女子便所

撤去範囲

基準ＦＬ

基準ＦＬ

ケイカル板目透シ張t6.0ＥＰ　下地ＬＧＳＢ

Ｂ

Ｂ

Ｘ３ Ｘ３

Ｙ１ Ｘ３ Ｘ２ Ｙ１
Ｘ３Ｘ２

Ｃ　面Ｂ　面

図面名称 縮尺工事名称

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事
Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

改修前　平面詳細図・展開図・天井伏図
梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

廊　下

壁

天井

備考

陶器質100角タイル　下地モルタル金ゴテ

壁

天井

備考

男子便所・女子便所

床
モザイクタイル貼　下地モルタル金ゴテ

ビニル床シート貼ｔ2.5　下地コンクリート金ゴテ

ビニル床シート貼ｔ2.5　下地コンクリート金ゴテ

廊　　　　下

化粧石膏ボードｔ9.0

ケイカル板目透シ張t6.0ＥＰ　下地ＬＧＳ

化粧石膏ボードｔ9.0　　下地ＬＧＳ

床

巾木

モルタル金ゴテ　ＥＰ

ソフト巾木　H=100

Ａ－０６



SOP

SOP

SOP

SOP

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

1 / 5 0改修後　平面詳細図
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1 / 5 0改修後　天井伏図

C
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MS-2
25x10

5
0

1 5 0 7 0 0

5
0

1 , 6 1 5

1 , 6 1 5

9 0 0

4 0 0

2
7
0

8 4 4

4 0

7 0 0 1 5 0

260

汚垂ﾀｲﾙ：800ｘ600ｔ6.0

4 0

汚垂ﾀｲﾙ：800ｘ600ｔ6.0

汚垂ﾀｲﾙ：900ｘ600ｔ6.0
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1
,
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4
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9
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床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ
　　床ｼｰﾄ貼ｔ2.0
　　下地Ｃ金ｺﾞﾃ

床：既存のまま

有効巾

有効巾

±0

±0

±0

MS-2
10x10

ｱﾙﾐ複合ﾊﾟﾈﾙ新設

ｱﾙﾐ複合ﾊﾟﾈﾙ新設

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20
W120 L=2,500

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20 W260 L=1,740

8 5 0 2 , 2 0 0 8 5 0

1 , 9 5 01 , 9 5 0

3 , 9 0 0

1 , 9 5 01 , 9 5 0

間仕切り壁は天井裏スラブ面までとする。

MS-2 10x10

3 3 0 1 , 6 2 0

1 , 9 5 0 5 , 5 0 0 1 , 9 5 0 5 , 5 0 0

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ
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ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

1 , 9 5 0 6 , 6 0 01 , 9 5 06 , 6 0 0

男子便所

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

MS-2 15x10

MS-2 15x10

9
0
0

1
,
6
0
0

5
0

9
0
0

1
0
0
6
0
0

2
,
0
0
0

5
5
0

5
5
0

女子便所

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

2
,
7
0
0

3 , 5 7 0
ｿﾌﾄ巾木H=100

1 , 9 5 0 1 , 6 2 0

25x10MS-2

ｿﾌﾄ巾木H=100ｿﾌﾄ巾木H=60

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

廊　　下

ＰＢｔ12.+12.5　ＥＰ　下地ＬＧＳ

下地調整の上　ＥＰ

Ｎ

6
,
6
0
0

8
5
0

5
,
5
0
0

1
,
1
0
0

3 , 9 0 0

8 5 0 1 , 1 0 0
ｿﾌﾄ巾木H=100

ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

1 , 9 5 0 1 , 9 5 0

1
,
7
2
5

3 , 9 0 0

C H = 2 , 7 0 0

C H = 2 , 5 5 0

C H = 2 , 5 5 0

1 2 0

1 2 0

1 2 0

10x10MS-2

10x10MS-2

25x10MS-2

25x10MS-2

2
,
0
0
0

9
5
0

9
5
0

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20 W120 L=900

木製塞ぎ板 30x85

木製塞ぎ板 30x85

木製見切縁 35x135

L=1620

木製見切縁 35x135
L=2550

床：下地調整の上
　　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼ｔ2.5

床：下地調整の上
　　超防汚性ﾋﾞﾆﾙ
　　床ｼｰﾄ貼ｔ2.0

床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ
　　床ｼｰﾄ貼ｔ2.0
　　下地Ｃ金ｺﾞﾃ

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20
W120 L=1,600

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

女子便所

Ｙ２

男子便所

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ１

廊　下

Ａ　面

Ａ　面

Ｄ　面

Ｄ　面

Ｃ　面Ｂ　面

Ｂ　面 Ｃ　面

Ｃ　面

超防汚性ビニル床シートｔ2.0床

男　子　便　所

床

女　子　便　所

天井

巾木 ソフト巾木　

備考

床 下地調整の上　ビニル床シート貼ｔ2.5

H = 1 0 0

廊　　下

化粧石膏ボードｔ9.5

ＰＢｔ12.5+12.5　ＥＰ

壁
下地調整の上　ＥＰ

改 修 後

女子便所

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ１

男子便所

Ａ

Ａ

Ａ

凡 　 　 　 　 例

下地 L G S化粧石膏ボードｔ9.5Ａ

廊　下

既存のまま

図面名称 縮尺工事名称

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事
Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

改修後　平面詳細図・展開図・天井伏図
梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

天井

備考

化粧石膏ボードｔ9.5

ＬＧＳ下地

巾木 ソフト巾木　 H = 6 0

下地 P B t 1 2 . 5壁

天井

備考 ＬＧＳ下地

巾木 ソフト巾木　 H = 6 0

下地 P B t 1 2 . 5壁

化粧ケイカル板ｔ 6 . 0 化粧ケイカル板ｔ 6 . 0 突付張突付張

化粧石膏ボードｔ9.5

超防汚性ビニル床シートｔ2.0

下地調整の上　超防汚性ビニル床シートｔ2.0

Ａ－０７

天井点検口450角　アルミ枠　　　 ２箇所
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１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８

7 0 0

8 5 0

1 5 0
有効巾

2
,
0
0
0

1
6
0

1 0 0

7
0
0

8
5
0

引棒：SUS L=450

ガラリ

1 , 6 1 5

F 4

7 0 0

8 5 0

有効巾

1 0 0

引棒：SUS L=450

ガラリ

1 , 6 1 5

1 5 0

7
0
0

8
5
02

,
0
0
0

1
6
0

F 4

2 , 2 0 0

1 , 4 3 0
7 0

7 0 0

1
,
6
0
0

9
0
0

1
0
0
6
0
0

ｽ ﾘ 4 ｽ ﾘ 4

F L 5
F L 5

ｱﾙﾐ複合ﾊﾟﾈﾙｔ3+3

F 4

ペーパーコア

ペーパーコア

ペーパーコア

ペーパーコア

ペーパーコア

9 4 0

1 0 0 7 0 0 1 4 0

9
0
0

4
0

2 , 6 7 5

9 0 0 4 0 1 , 6 9 5 4 0

4
0

9
0
0

1
,
7
8
4

1
0
0

6
0
0

1
,
0
8
4

6 0 0 1 , 0 3 5

4 0
1 0 0

6 0 0 1 , 0 3 5

1 0 0

4 0

2
,
5
5
0

1
,
9
0
0

6
5
0

6
0

1
,
9
0
0

9 4 0

6
0

9 4 0

1
,
9
0
0

6
0

1
,
9
0
0

7 2 0

6
0

9
0
0

4
0

1 , 7 6 9

1 0 0 6 0 0 1 , 0 6 9

2
,
5
5
0

1
,
9
0
0

6
5
0

6
0

1 0 0 6 0 0 1 , 0 6 9

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

男子便所

女子便所

廊　下

２

１

記
符　号

式

形

名　　　称 チ ン
ェ ス金物

見込 見込 当
種　類 種　類

形状形状

施錠方式

固定金物

金物

その他金物

ッ 落
金

仕上 仕上成量 拠 閉 仕上仕上 内外

ド フ
ア ラ

排

開閉調整金物

支持

額　　縁水　　切

材質
戸 網

形状 材質 形状 材質材質見込

ガ　ラ　ス
ジング

根 開 材質材質

敷　　居

操作
数

材質

見込仕上 仕上

枠ガ　ラ　リ法規制 グレイ 沓　　摺建　　具寸　　法

煙使　用　場　所

H

仕上
ア
ル
ミ
ア
ン
グ
ル

他
附
属
金
物
一
式

H ´

W

W ´

ク し り 物戸

厚　さ
号

1
1

2
2

3

1

1

Ｌ ＳＤ

Ｌ ＳＤ

ＡＷ

1

ＴＢ

ＴＢ

ＴＢ

1

2

3

Ｔ Ｂ

ＴＢ

4

5

4

5

6

7

8

トイレブース

トイレブース

トイレブース

トイレブース

トイレブース 隔て板

隔て板

ハンガードア

ハンガードア

ﾗﾝﾏ付引違い+Ｆｉｘ窓 1

1

1

1

1

1

女子便所

女子便所

女子便所

女子便所

女子便所

男子便所

男子便所

男子便所

「根拠」欄の略号

W '

H
a

W

W

H '
H

Ｗ　Ｈ　枠内法寸法

　Ｗ’　袖壁，スクリーン等含む

　Ｈ’　幕板，欄間等を含む

　　　押板，把手は　１，１００

　　　握玉の時　　　１，０００

　ａ　　特記なき限り

「寸法」の規定「法規制」欄の略号

グレイジングの略号
Ａ　軟質塩化ビニル製ビード　   Ｅ　油性パテ
Ｂ　ネオブレンビード　　　　   Ｆ　ガスケット

Ｃ　ポリサルファイト系シーラント
Ｄ　シリコーン系シーラント

・シャッターの巻き上げ方式は，建具欄空欄に

　指示する

・ガラリ，防煙垂壁の固定，可動は，建具欄

　空欄に指示する

　空欄に指示する

・プレス戸，アングル戸，格子戸は，建具欄

ガラスの略号 ガラリの形状

G a     G e

G b     G f

G c

G d

アンダー

カット

・ダンパー付は

　備考欄に指示

　する

扉の場合

T a T cT b

T f T gT eT d

窓の場合

立枠

下枠

M bM a

沓摺の形状
K a K b K c

K fK eK d

・木材の材質

ラワン

スプルース

米栂　　杉

桧　　練付

・枠見込み寸法の記入方法

  7 0   1 0 0 , ~ 1 5 0 ,

~ 2 0 0 , ~ 2 5 0 , ~ 3 0 0 ,

ごとに区分し記入

・ガラリの場合のダクト取付アングルは

備考欄に指示する

枠の形状

M c

M e M f M g M h

1
,
1
0
0

 
1
2
0

1 0 01 0 01 0 01 0 0

 
1
2
0

「符号」欄の略号

M d

M i
ＦＷＬ　線入り型板ガラス

ＰＷＬ　線入り磨きガラス

ＦＷ　網入り型板ガラス

ＰＷ　網入り磨きガラス

Ｆ　　型板ガラス

ＦＬ　フロートガラス

ＧＢ　ガラスブロック

Ｔ　強化ガラス

Ｒ　熱線反射ガラス

Ｐ　ペアーガラス
ＦＲ　耐火ガラス

ＡＣ　アクリル板

ＨＰＷ　熱線吸収網入り磨きガラス

ＨＦＷ　熱線吸収網入り型板ガラス

ＨＦＬ　熱線吸収ガラス

Ｇ　  スリガラス

S S D

A D

S D

W D

T D

S W

S S W

A W

W W

S G

S S G

A G

スチール製扉

ステンレス製扉

アルミ製扉

木製扉

強化ガラス戸

スチール製窓

ステンレス製窓

アルミ製窓

木製窓

スチール製ガラリ

アルミ製ガラリ

ステンレス製ガラリ

S H

S S H

スチール製シャッター

ステンレス製シャッター

W G 木製ガラリ

G B

G S

ガラスブロック窓

A L L アルミ製リンクグリルシャッター

T L アルミ製天窓

ガラススクリーン窓

O S スチール製オーバースライダー

S F W

P T

W ﾌ

防煙垂壁

パーティション

紙障子

A C

C D

L S D

S F

A F

S S F

W F

クロセットドア

軽量スチールドア

スチール製枠

アルミ製枠

ステンレス製枠

木製枠

襖

戸襖

アクリル板

シ

フ

非 非常用進入口

S L W スライディングウォール

甲 施行令１１２条１４項

ニ号を満たす
特定防火設備

乙

不燃 不燃扉（防煙区画）

開 常時開放式

閉 常時閉鎖式（無印）

熱 熱感知器連動

煙 煙感知器連動
ヒュ 温度ヒューズ連動

防 防煙性能

政令で定める防火設備

法２条九号の二ロの

延焼の恐れのある部分延
竪穴区画竪

異 異種用途区画

防火区画火

面 面積区画

Ｔ　　戸車，レール

Ｈ　　丁番（枚数は右記）
ＰＨ　ピポットヒンジ

ＦＨ　フロアーヒンジ

ＨＲ　ハンガーレール
Ｇ　　ガイドア－ム

ＡＨ　オートピボットヒンジ

支持金物の略号

ド　ドアハンドル　　　　堀　堀込把手
レ　レバーハンドル　　グ　グレモン錠
ケ　ケースハンドル

操作金物の略号 備考欄

・扉の気密性

　ＰＡＴ　完全エアタイト型

　ＡＴ　　エアタイト型

・扉の遮音，吸音性能

・扉のＸ線防護性能

・電気錠

・警備保証用欠き込み

・ガラリダンパー付

・オートドア－

・ダクト取付アングル

Ｏ　　ドアーチェックストップ無

Ｏｓ　ドアーチェックストップ有

Ｏｆ　ドアーチェックヒューズ付

・排煙オペレーター方式は，下記略記号

　で排煙金物欄に記入する

Ｂ　手動ハンドル式

Ｃ　電動式

H : 8 0 0  1 , 5 0 0

手動開放装置

露　露出式

埋　埋込式

開閉調整金物欄

・操作金物の程度は操作金物欄下部に指示

　する

空　　空錠

ケ　　ケースロック
本締　本締錠

引　　引戸錠

表　　表示錠
レ　レバ－ハンドル錠
点　点検口錠

モ　　モノロック

本モ　本締付モノロック

面　　面付箱錠

引チ　引違イ戸錠

固定金物の略号 施錠金物の略号

シ　シリンダー

サ　サムターン

空　空錠

非　非常時開錠

　内」欄に指示する

・施錠方式は「外・

プ　プッシュプル錠

框　框扉用錠

その他金物欄

下記該当項目がある場合記入する

・雨戸

・網戸
・ガラリ用防虫網

・クリーニング用フック

・ローラーキャッチ
・ドアースコープ

・レリーズ

・新聞受

・牛乳受

・外部フード

・チェーンブロック

・ドアガード
・マグネットキャッチ

下記該当項目がある場合記入する

　（マット式，電磁式，タッチ式

　等，感知方式を付記する）

一般事項
（特記なき

限り右記に

依る）

１．扉は両面フラッシュとする

２．枠及びドアガラリの材質上は扉と同一とする

３．ドアクローザーは露出型ヒューズ無しとする

扉

５．沓摺はステンレス製とする

４．握玉はステンレス製としバックセットは

（　）㎜とする

１．窓には下表の附属金物一式をつけ加える

窓

ピポットヒンジ・締り・把手・辷り出しアーム

ピポットヒンジ・締り・把手・ストッパー

ピポットヒンジ・締り・把手・煽り止め

丁番類・締り・把手・ストッパー

戸車・レール・締り

丁番・締り・把手・煽り止め

形式

外倒し・内倒し・突出し

辷り出し

横軸回転

竪軸回転

片開き

引違い・片引き

２． 見込７０
気密性能

　水密性能

　　耐風圧性能

　　遮音性能

A - 3

W - 4

S - 4

見込１００
A - 4

W - 5

共通記号

６．既存マスターキー　にあわせる
グランドマスターキー　要・不要

オ－バ－スライダ－

１．ガイドレール　亜鉛メッキ

S - 6
1 2 5 0 P a耐風圧強度　

Ａ　チェン開放式

握　握玉　　把　把手　　押　押棒　　引　引棒  　　　

　ＳＡＴ　準エアタイト型

備　　　考

▽ＦＬ ▽ＦＬ

Ｄ
化粧鋼板

4 0

2 , 0 0 0

2 , 1 6 0

7 0 0

1 , 6 1 5
4 . 0

Ｓ Ｇｂ Ｓ

焼付

Ｓ

ＳＯＰ3 1 0
ＨＲ

S U S
引

自閉装置（ストッパー付）

アウトセット型

Ｓ Ｇｂ Ｓ

焼付

Ｓ

ＳＯＰ3 1 0
ＨＲ

S U S
引

自閉装置（ストッパー付）

撤去

撤去

撤去

↓
撤去

改修

2 , 0 0 0

2 , 1 6 0

7 0 0

1 , 6 1 5

2 , 2 0 0 1 , 6 0 0

化粧鋼板

Ｆ

Ｆ 4 . 0

Ｆ 4 . 0

6 . 0

Ｄ

Ｄ

ＰＣ　ポリカーボネート

ＡＰＣ　アルミ複合パネル

ＡＰＣ
既存清掃

ＡＬ

既存清掃 既存清掃

ＡＬ ＡＬ

アウトセット型

ガラス取替

1 , 4 3 0 9 0 0

4 0

図 示 2 , 5 5 0

図 示 2 , 5 5 0

1 , 9 0 0図 示

9 4 0 1 , 9 0 0

1 , 9 0 07 2 0

4 0

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

4 0

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

4 0

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

4 0

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

4 0

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

スライドボルト方式

笠木・壁レール：

エッジ（ビスレス）：アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

巾木：ステンレス鋼板（ＳＵＳ）ＨＬ仕上

アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

笠木・壁レール：

エッジ（ビスレス）：アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

巾木：ステンレス鋼板（ＳＵＳ）ＨＬ仕上

アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

スライドボルト方式

スライドボルト方式

笠木・壁レール：

エッジ（ビスレス）：アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

巾木：ステンレス鋼板（ＳＵＳ）ＨＬ仕上

アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

笠木・壁レール：

エッジ（ビスレス）：アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

巾木：ステンレス鋼板（ＳＵＳ）ＨＬ仕上

アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

笠木・壁レール：

エッジ（ビスレス）：アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

巾木：ステンレス鋼板（ＳＵＳ）ＨＬ仕上

アルミ合金押出形材 アルマイトクリア仕上

表

非

表

非

縮尺

Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

図面名称

建　具　表久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

工事名称

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

メラ　　　メラミン化粧板

ポリ　　　ポリエステル化粧板

着色　電解二次着色

発色　自然発色

焼付　焼付塗装（　）

粉　粉体塗装

ＣＬ　　　クリヤラッカー

ＨＬ　　　ヘアライン

ＢＦ－Ａ　Ａ鏡面（＃８００）

ＢＦ－Ｂ　Ｂ鏡面（＃６００・＃７００）

ＬＥ　　　ラッカーエナメル
アルマ　アルマイト処理

ＯＳ　　　オイルステイン

ＵＣ　　　水性ウレタン塗装

Ｓ　　　スチール

ＳＵＳ　ステンレス

ＡＬ　　アルミ

Ｂｒ　　真鍮（黄銅）
Ｐ　　　プラスチック
Ｗ　　　木

ＴＢ　　テラゾーブロック

　　　　エマルションペイント

ＳＯＰ　合成樹脂調合ペイント

ＶＥ　　溶剤形塩化ビニル樹脂系

　　　　ペイント

ＡＥＰ　アクリル樹脂

　　　　エマルションペイント

ＥＰ　　酢酸ビニル樹脂

ＦＰ　　フタル酸樹脂
　　　　エナメルペイント

Ａ－０８

ＬＳＤ

ＬＳＤ

ＡＷ
１

ＴＢ
１

ＴＢ

ＴＢ

４

５

ＴＢ
２

ＴＢ
３

カラ－ＣＬ 屋内用カラ－木材含浸塗装



Ｈ

アル ミ ジ ョ イナー詳細図

アルミ ジ ョ イナー詳細図

甲　 　板 　詳細図

甲板：ポストフォーム化粧合板
　　　基材ＭＤＦ

ラワン合板 t 1 2

化粧ケイカル板 t 6 . 0

個数ＬＤ Ｈ

1 2 0

1

1

場所

男子便所

男子便所

女子便所

女子便所

1 2 0 1

1 2 0 1

2 6 0 1 , 7 4 0 9 5 0

9 0 0 1 , 1 0 0

1 , 6 0 0 9 5 0

2 , 5 0 0 1 , 3 0 0

ラワン合板 t 1 2

汚垂タイル　t6.0

ＬＧＳ

Ｘ２

1 6 . 5

6 1 2 . 5

1
2
.
5

6

1 2 . 5

1
2
.
5

1
2
.
5

1 2 . 5

2 2 . 5

S = 1 / 3

S = 1 / 3
Ｄ

1 5

6 5

2
0

9 0

4 0

1 2 . 5 6

6 0 0

MS-2 5x5

6
0
0

2 6 0

6
0
0

2 5 5

S R - 1  5 x 5

S = 1 / 1 0S = 1 / 5

ＳＵＳ　ＨＬ仕上げ

ステンレス製

ステンレス製

アルマイトクリア仕上げ

アルミニウム押出形材

アルマイトクリア仕上げ

アルミニウム押出形材

ペーパーコア

木製

高圧メラミン樹脂化粧板（ＢＭＤエンボス仕上げ）

巾木

ロック

グレビティヒンジ

笠木・壁レール

２ＷＡＹ材・天井レール

エッジ（ビスレス）

芯材

枠材

表面材

（４０ミリ厚）

パネル・ドア

トイレブース仕様一覧表

CW

W

EW

25

8
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40
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H
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0
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ラ
ン

マ
パ
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ル

H(
63
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H
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5
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10

(3)

(
1
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21

21

O
H
(
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H
(
6
0
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40
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H
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40
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0
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(
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0
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40
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H
(
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0
)

(
1
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)

(
1
6
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A
W

8
2
5

43

10

20

4242

(6)

10 (3)

(6)

10(3)
(3)
DPW(342.5)CDPW(342.5)

DW(700)EW

25

8

22.5

40

A
W

4
0

CW

8
2
5

43

A
W

CW

ランマパネルW(DW+18)

EW

巾　木

床レール

パ ネ ル

ドアパネル
戸当リ帽子掛

ロック（内開キ）
天井レール

天井レールフタ

ロック（内開キ）

小口エッジ
戸当リ金具

戸当リエッジ

ドアエッジ

グレビティヒンジ

巾　木

床レール

パ ネ ル

笠　木

壁レール

カバーエッジ

外開キ戸当リ金具

壁レール

ラインヲ示ス
天井レール

ドアパネル

戸当リ金具
笠　木

スマートツマミ

マグネットキャッチ

2WAY材

2WAYカバー

壁レール

スマートツマミ

ドアエッジ
グレビティヒンジ
GHG6

戸当リエッジ
壁レール

2WAY材天井レールフタ

2WAY材

2WAYカバー

ランマエッジ

ランマパネル部断面

ブースパネル横断面図

物置ドアパネル横断面図ブースヘダテ縦断面図ドアパネル縦断面図
（内開き）

ブースパネル縦断面図

３WAY部(ER)納マリ図 ヘダテ横断面図

物置ドアパネル縦断面図

CLCL

FLFL FL FL

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

令和２年度

年　　度 設計年月

令和２年９月

トイレブース詳細図

ｱﾙﾐ出隅ｼﾞｮｲﾅｰ

※　化粧ケイカル板面のコーナー部共通

ｱﾙﾐ出隅ｼﾞｮｲﾅｰ

※　ＰＢｔ 1 2 . 5 のコーナー部共通

縮尺

Ａ１：Ｓ＝１／３・５・１０
Ａ３：Ｓ＝１／６・１０・２０

図面名称

各部詳細図

工事名称

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事
（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備

設計業務名

梅 野 設 計
ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

１ ヶ所 １ ヶ所

※　出入口戸にカッティングシート貼りとする。

室名表示サイン （ ピ ク ト サイン ）

Ａ－０９

L
H
(
9
7
0
)
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●

関係法令に従い適切に処理

上記以外のもの

2）処理方法

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

(4)　再生資源化するもの

2）使用場所

1）品　　名

(3)　現場において再利用するもの

2）処理方法

1）品　　名

(2)　特別管理産業廃棄物

4）集積方法

3）集積場所

2）引渡し先

1）品　　名［第1編1.9.1］

(1)　引渡しを要するもの（第1編1.3.9）

処理等

発生材の処理は，下記による。発生材の

無

○

○

建築基準法による

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　　　目

構内通信線路

構内配電線路

中央監視制御設備

火災報知設備

防犯・入退室管理設備

駐車場管制設備

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備

拡声設備

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備

電力貯蔵設備

受変電設備

雷保護設備

電熱設備

電気自動車用充電設備

動力設備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

Ⅰ 工 事 概 要

１．

完成期限２．

３．建物概要

４．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

概成工期

５． ）対象部分（有無指定部分

有６．

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

Ⅱ 工 事 仕 様

（１）

１．共通仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図による。

仕様書を適用する。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　　表を示す。

　　４）項目に記載の <第　編　．　．　> 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該

　　　　当該表を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は

　　　　表を示す。

項　　　　　目　　　　　名 電気保安技術者

4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、

　電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

　教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

9. 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　験に合格した者

6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試

　の検定に合格した者

5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

　省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

3.　第１種電気工事士の資格を有する者

2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

8.　第２種電気工事士の資格を有する者

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

項　　　　　目 特　　記　　事　　項

○適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

積雪荷重

風圧力

電気保安

［第1編1.3.2］

（第1編1.3.2）

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

技術者

発生材処理

工事場所

（１）本特記仕様書の表記

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該

（第1編1.1.2）、［第1編1.1.2］

風速（Vo= m/s）

地表面粗度区分（ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ）

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

環境への配慮

（第1編1.4.1）

［第1編1.4.1］

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

（平成31年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達

する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

　い材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

　ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

　少ない材料を使用したものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③

又は④に該当する材料を指す。

① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホル

　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受け

　た材料

③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散

　建築材料

④ 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受け

　た材料

機材の品質等

（第1編1.4.2）

［第1編1.4.2］

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

き品質及び性能を有するものとする。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たす

証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて

の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受

けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③ 安定的な供給が可能であること。

　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

機 材 名

再使用機材

［第1編1.4.3］

機材の検査等

機材の検査

に伴う試験

（第1編1.4.4～5）

［第1編1.4.5～6］

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名

調査範囲 （ ○図示 ○ ）

施工調査

［第1編1.5.1～3］

本工事 ○別途 ）（事前調査

調査項目 （ 既存資料調査 ○ ）

調査方法 （ ○図示 ）調査方法

施工の検査等

施工の検査に

伴う試験施工

の立会い等

［第1編1.6.4～6］

 下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける

ものとする。
検　査 立　会 試　験 摘　　要

(第1編1.5.3～5)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、現場説明書､

工事写真撮影要領(令和元年7月)

文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(平成31年版)(以下「文科標準図」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版)(以下「文科仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という。)●

●

●

●

●

●

●

●

●

●照　明　器 搬入時外観検査

電灯設備

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

撤去

 ［第1編1.8.1～6］

完成時の
部　数名　　　　称 体　裁　等提出図書

（第1編1.7.1～3）

［第1編1.11.1～3］

●

部

部

部

部

部

部

部

部

部

電子媒体により提出(提出方法 エ 参照)

製　  本(提出方法 ア 参照)

仮　製　本(A1判2つ折)

仮　製　本(A3判2つ折)

※●各種試験成績書

※●機器完成図及び説明書

※●保守点検要領書

　●完　成　図

　●　　〃

　●官公署等届出書類(写)

　●工事写真帳

　●施　工　図

　CADデータ　　（　　　●要　　　　　○不要　　　）

　本工事は、次の書類については電子納品の対象とする。

　貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

　　　　　　以外に使用しないこと。

　提出方法：ｱ.完成図製本はA1図面ファイル折り、黒表紙金文字入りとする。

足場その他

（第1編2.1.1）

［第1編2.2.2］

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場（ 種 ○ 種） ○外部足場（○ 種 ○ 種）○

○発生残土の ○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

処理 ○

（第1編2.2.1）

［第1編2.3.1］

電源周波数

○

　　　　　　ｳ.上記※印は完成図製本（A4判）と一緒に製本してよい。

　　　　　　ｵ.CADデータは完成図（SXF又はJWC形式及びPDF）を提出する。

　　　　　　ｲ.完成図仮製本は工事名等背文字入りとする。体裁は監督職員と

　　　　　　　協議。

　　　　　　ｴ.完成図及び※印資料、施工図図面、設計図面を電子媒体(PDF形

　　　　　　　式)にて提出する。メディア等については、監督職員と協議する。

養生範囲

 ［第1編1.7.1］

福岡県久留米市小森野一丁目１番１号

●

●

●

　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

・　再使用する機器は絶縁抵抗測定を行うこと

中性洗剤等を使用すること

・　再使用機材の清掃において、ウェス等で落ちない汚れは

● ●

●

施　工　部　分

○

● 関連する工事動線

機器撤去後のボルト孔や貫通穴は補修を行う

１

２

１

２

２

２

２

２

２

　●　　〃

※●負荷設備台帳

　　● 工事写真　　　● 完成図

　貸与する設計図のCADデータの著者者名：久留米工業高等専門学校

● ○　５０Ｈｚ　　　　●　６０Ｈｚ

改修一式

●電子媒体　　●紙媒体(ﾌｧｲﾙ綴じ) 

●

指定書式：　　 ○ 有　　● 無 

　　　　　　　　　　　　 ファイル形式：JWW

担当

図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長

久留米工業高等専門学校
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度
Ａ１：Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ａ３：Ｓ＝Ｎ．Ｓ
令和２年９月

久留米工業高専基幹・環境整備

（衛生対策）工事設計業務
久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

有限会社
代表取締役　梅野克成

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

梅 野 設 計
特Ｅ－０１

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

ＲＣ造

専門教室棟

改修

３階

663.0

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専門教室棟

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

図面３枚及び本特記仕様書２枚によるほか、●印の付いたものを適用する｡

令和　３年　２月　１２日（金曜日）

● ○ 令和　　年　　月　　　日（　曜日）

この工事現場では、次の施工条件による。

・施工時間の指定　休日及び夜間

・工事における騒音及び振動の発生が考えられる工程は、

　監督職員と協議の上施工すること。

・改修部分以外については利用中のため、学生・教職員等への安全等に

　配慮すること。

［第1編1.3.3］

（第1編1.3.3）

施工条件●

特記仕様書（１）

23.59



担当

図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長

久留米工業高等専門学校
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度
Ａ１：Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ａ３：Ｓ＝Ｎ．Ｓ

1,800～2,200

規　　　　　　　格
測点

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　　　目

屋
外

接地極埋設標

表－１　機器標準取付高さ
名称 取付高〔mm〕

積算計器
引込開閉器

スイッチ

壁掛形制御盤

開閉器箱
制御用スイッチ

試験用接続端子箱

接地端子箱

給油口ボックス

分電盤

名称

コンセント（一般）
コンセント（和室）
コンセント（台上）
コンセント（車椅子用）
ブラケット（一般）
ブラケット（踊場）
ブラケット（鏡上）

（多機能トイレ）

スイッチ

測点 取付高〔mm〕
情報・出退表示盤
壁付発信機
ベル・ブザー・チャイム
壁付押しボタン（一般）

誘
導
支
援

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

自
動
火
災
報
知

機器収容箱

警報ベル
表示灯

ガス検知器（都市ガス用）

（液化石油ガス）
ガス検知器

連動制御器
受信機・副受信機

テ
レ
ビ
共
同
受
信

機器収容箱

テレビ端子・直列

ユニット（和室）

ユニット（一般）

テレビ端子・直列

（子機）

障害者用インターホン
（多機能トイレ）

壁付呼出ボタン
（上記以外）
壁付インターホン
（子機）

外部受付用インターホン

表－２　接地極一覧表
接地の種類

○共同接地

A種
B種
C種
D種

○高圧避雷器用
○交換装置用
○通信用（10Ω）
○通信用（100Ω）
○電話引込口の保安器

測定用

○共同接地

漏電遮断器回路用

記号 接地抵抗 接地極の規格・数量

EA・C・D Ω以下
A 10Ω以下

EB Ω以下
EC 10Ω以下
ED Ω以下

ELH 10Ω以下
Eｔ 10Ω以下
EＡｔ 10Ω以下
EＤｔ 100Ω以下
EＬｔ 100Ω以下
E0

EA・D

10
10

100
EELCB Ω以下100

E

特　　記　　事　　項項　　　　　目

発信機

Ω以下

○特殊場所

<第2編2.1.1～9>

特殊場所は下記による。

○

○

○

○

○

○

○

○

塩害を受けるおそれのある場所

蟻害を受けるおそれのある場所

腐食性ガスのある場所

危険物等貯蔵場所

粉じん危険場所

ガス蒸気危険場所

気密性を要する場所

湿気の多い場所

特 殊 場 所 の 内 容 適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類
耐震措置 設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」（独立

行政法人建築研究所監修）による。

（１）設計用水平地震力

機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階･１階

特定の施設 一般の施設

2.0 1.5 1.5 1.0
2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

○

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

機 器 種 別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・上層階とは2～6階建の場合は 上階、7～9階建の場合は上層2階、

　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・水槽類には燃料小出槽を含む。

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 ○発電装置（防災用） ○直流電源装置

○交流無停電電源装置 ○交換機 ○自動火災報知受信機

○中央監視装置 ○ ○

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

既存躯体への

穿孔

［第1編2.11.1～5］

できる付属装置等を用いて施工すること。

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

走査式埋設物調査

○ 放射線透過検査

に基づく有資格者により施工を行う。

電気工事士 大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律第139号）

仮電源

仮設備期間

（ 受変電 ）

）発電○（

（ 図示 ）

仮設備工事

［第1編2.14.1～3］

屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡

次の露出配管は、塗装を行う。

以上とする。

金属管の塗装

及び仕上げ

（第1編2.7.1）

［第1編2.8.1］

）

）

屋内（

屋外（

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

金属製（ステンレス、新金属を含む）（ 樹脂製 ）とする。

フラッシュ

プレート

機器取付高さ 図面に特記なき場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

接地極 図面に特記なき場合は、表－２「接地極一覧表」による。

他工事又は

他工種との

取り合い

図面に特記なき場合は、工事区分表による。

電線・ケー

ブル等の規格

 (第2編1.1.1)

（第6編1.1.1）

［第2編1.2.1］

電線・ケーブル等の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

記　　号

電線保護物類

の規格

(第2編1.2.1～10)

(第6編1.2.1～3)

電線保護物の規格で公共仕様書に定める以外のものは下記による。
規　　　　　　　格呼　　　称 記　　号

○非常照明装置 １部屋あたり　　　箇所以上測定し、監督職員に報告する。

（第2編2.18.2)

箇所

の照度測定

［第2編2.20.2］

○ケーブルの

端末処理等

（第2編2.1.1）

［第2編2.1.2］

ケーブルの端末処理で、端末処理材を用いて処理する場所は下記による。

施工箇所及びケーブル種別

ケーブルの分岐処理で、分岐処理材を用いて処理する場所は下記による。
種　別

施工箇所及びケーブル種別
レジンモールド加工

(工場加工)

モールド加工

摘 要

電線の色別

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧
高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の接地

左右・上下及び遠近の別は、

正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と協議

し、一般接地線と色別を区別する。

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式
　は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流
　２線式は、遠いほうからとする。

（無停電回路含む）

電気方式

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

（第2編2.1.3）

●

呼　　　称

地上～窓中心

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心
台上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心

鏡上端～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

地上～中心

地上～給油口

1,800～2,000

1,500
(上限1,900以下)

1,300

1,100

300
150

150～200
900

2,100～2,300
2,000～2,500

1,500
(上限1,900以下)

1,500
1,500

800床上～下端

500

1,000

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心

標準図による

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- △組

ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- △組

ＥＢ(D=10, L=1, 500又はW=40, L=900) ×1
ＥＢ(D=10, L=1, 500又はW=40, L=900) ×1
ＥＢ(D=10, L=1, 500又はW=40, L=900) ×1

ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- 　組
ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- 　組
ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- 　組

ＥＢ(D=10, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×1
ＥＢ(D=10, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×1

ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- 　組
ＥＢ(D=14, L=1, 500又はW=40, L=1,200) ×3連- 　組

子時計
壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ

拡
声

床上～中心

床上～中心

床上～中心

天井高×0.9

1,500
(上限1,900以下)

1,300

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心

天井面～中心

地上～中心

床上～上端

天井高×0.9
1,300
2,300
1,300

1,300

900､(400)

1,000～1,100

200

300

150

800～1,500

800～1,500
800～1,500

2,300
2,100

天井面－300

300

600

ＥＰ(t1.5×600×600)

情報用コンセント

天井下～上端
床上～下端

床上～中心
200

1,300
300

300
集合保安器箱
壁付電話機（一般）

端子盤（室内）

電話用アウトレット

壁掛形親時計壁掛形親時計

構
内
情
報
通
信

発
電

時
計

構
内
交
換

受
変
電

雷
保
護

動
力

電
灯

電
力
共
通

床上～中心 天井高×0.9

床上～中心

床上～中心 300

●

○

●

● ●

●

●

●

●

●

●

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

●

○

●

○
○
○

久留米工業高専基幹・環境整備

（衛生対策）工事設計業務
久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事令和２年９月

有限会社
代表取締役　梅野克成

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

梅 野 設 計
特Ｅ－０２特記仕様書（２）



事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ａ３：Ｓ＝Ｎ．Ｓ
Ｅ－０１久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月

盤リスト（Ｌ－１）
　照明器具・照明制御機器参考姿図（改修後）

梅 野 設 計代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

照明制御機器参考姿図 （寸法は参考とする。）

Ｓ 天井取付　熱線センサ付自動スイッチ
（親機）（明るさセンサ付）

パナソニック：ＷＴＫ２４８１８相当品

検知後連続動作時間：約１０秒～３０分可変形）

１
４
．
２

Φ１０５

５
９
．
２

定　格 ８Ａ　１００Ｖ　ＡＣ

Ｓ

５
９
．
２

１
１
．
２

Φ１０５

５ｍＡ　１２Ｖ　ＤＣ定　格

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ（子器）

パナソニック：ＷＴＫ２９１０Ｋ相当品

Ｓ 天井取付　熱線センサ付自動スイッチ
（子器・換気扇接続端子付）

パナソニック：ＷＴＫ２９３１８相当品

定　格 １Ａ　１００Ｖ　ＡＣ

Φ１０５

１
１
．
２

５
９
．
２

検知後換気扇連続動作時間：約１０秒～３０分可変形）

熱線センサ用操作ユニット（２回路）（樹脂Ｐ付）

パナソニック：ＷＴＣ５８２２Ｗ相当品

切
自動

熱線センサ用スイッチ

連続入

１５Ａ　２５０Ｖ定　格

連続入
自動

切

２４．９２５．２

１
１
０

２４

照明器具参考姿図（改修後）

ダウンライト（ＬＥＤ）

ＬＲＳ１－０８Ａ６０ 光束：１０６５ｌｍ／消費電力：７．６Ｗ

Ａ Ｂ １,４４０ＶＡ２階　電灯１階　電灯 １,０００ＶＡ

Ｃ Ｄ

１ ４

５ ６

３階　コンセント ５００ＶＡ準備室　コンセント ５００ＶＡ

７ Ｅ

２ ３

１,２３０ＶＡ１階廊下・階段　電灯 ３階　コンセント １,０００ＶＡ

１,８００ＶＡ３階　電灯 １階教官室　空調 １,０００ＶＡ

３階　ロスナイ

５００ＶＡ

１,２００ＶＡ

２００ＶＡ

１,５５０ＶＡ ２階　コンセント

予　備

電　話地下ピット　電灯

１,８００ＶＡ１階　コンセント

ＨＵＢ電源 階段下女子便所　ウォシュレット

階段下女子便所　自動水栓階段下女子便所　ウォシュレット １,０００ＶＡ

５００ＶＡ １,０００ＶＡ

１００ＶＡ

ＥＤ

女子便所　自動水栓・ウォシュレット男子・女子便所　照明 ３７０ＶＡ ８２０ＶＡ

男子便所　自動水栓・ウォシュレット ４５０ＶＡ

１０ １１

１２

K

SS

※取付高さ：ＦＬ＋１８００

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００ＡＦ／７５ＡＴ

１Φ３Ｗ　１００／２００Ｖ

２００Ｖ

ＴＯＴＡＬ：１７,９６０ＶＡ

　既設電灯分電盤（Ｌ－１）

鋼板製、埋込型

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ

ＥＬＣＢ　２Ｐ　３０／２０増設 ＥＬＣＢ　２Ｐ　３０／２０増設

ＥＬＣＢ　２Ｐ　３０／２０増設



事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｅ－０２久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 電灯設備　平面詳細図（改修後）

梅 野 設 計代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

廊　下

男子便所
女子便所

3,900

9,
45
0

6,
60
0

2,
85
0

1,
10
0

5,
50
0

1,9501,950

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ２

Ｙ１

　平面詳細図（改修後）Ｓ＝１／３０　

階段室

女子便所

ＵＰ

Ｘ１

3,900

準備室

Ｎ

夏期主風向

Ａ６０

男子便所

ｘ　８ Ａ６０

女子便所

ｘ　９ＡＡ４０１

廊　下

ｘ　１

記　号

凡　　例

名　称

天井いんぺい配線

照明器具（姿図参照）

特記なき配線は下記による。

注　　記

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１ＣＥ）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ（１ＣＥ）

ストレートシロッコファン(機械設備)

ダウンライト（姿図参照）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）

　　　　　　　：改修を示す

　　　　　　　：既設を示す

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ

ＦＦ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

自動洗浄小便器（機械設備）

熱線センサ用操作ユニット（２回路）（樹脂Ｐ付）

熱線センサ付自動スイッチ（子器）（姿図参照）

熱線センサ付自動スイッチ（親機）（姿図参照）

熱線センサ付自動スイッチ（換気扇接続端子付）（姿図参照）

ジョイントボックス

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃｘ２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１Ｅ・ＥＴ付（新金属Ｐ付）

１０１１

１２

プルボックス　ＳＳ１５０ｘ１５０ｘ１５０銅板製（塗装仕上）

立下げは適合するサイズの電線管（ＰＦ）にて保護のこと。

改修

改修

SS

SS

K
K

EET

EETEET

EET

EET

EET

EET

SS

K

FV

Ｌ－１

FV

FV

FV

EET

再取付

厚貫通補修３２Φ－１８０Ｌ

　分電盤廻り詳細図　

▽ＣＨ

プルボックス

Ｅ３９露出配管

　Ｌ－１　



2,100 1,800
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60
0

事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

久留米工業高等専門学校
年　　度 設計年月

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｅ－０３久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 電灯設備　平面詳細図（改修前）

梅 野 設 計代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３Ｘ１

3,900

男子便所

廊　下

女子便所

図面番号
独立行政法人　国立高等専門学校機構

設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

　平面詳細図（改修前）Ｓ＝１／３０　

Ｎ

夏期主風向

階段室

女子便所

ＵＰ

洗面所

準備室

Ａ

　　　　　　　：撤去を示す

　　　　　　　：既設を示す

男子便所

ＡＡ２０１

女子便所

ｘ　１ＡＡ４０１ ｘ　１ＡＡ４０１

廊　下

ｘ　１

記　号

凡　　例

名　称

天井いんぺい配線

照明器具（ＡＡ２０１）　：富士型　ＦＬ２０Ｗｘ１

特記なき配線は下記による。

注　　記

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（１ＣＥ）

埋込タンブラスイッチ　１Ｐ１０Ａｘ１(新金属Ｐ付)

ＶＶＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ

埋込パイロットランプ　ＰＬｘ１

換気扇(機械設備)

照明器具（ＡＡ４０１）　：富士型　ＦＬ４０Ｗｘ１

ＶＶＦ１．６－２Ｃｘ２

ＡＡ２０１

洗面所

ｘ　１

Ｌ－１

撤去

撤去

取外し



 　建設発生土の処

　 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

 図面に特記なき場合は、工事区分表による。
　 種との取り合い

　環境への配慮

 １．

空調方式
主要熱源機器

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備
の種類

ガスの種類

 ○ 　電気式 　デジタル式○

 　高置タンク方式 ○

Ⅰ 工 事 概 要

完成期限

３．

２．

建物概要

工事場所１．

４．

工　事　種　目

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

　空気調和設備

　換気設備

　排煙設備

　自動制御設備

　衛生器具設備

　給水設備

　排水設備

　給湯設備

　消火設備

　ガス設備

　雨水利用設備

　撤去工事

概成工期 無

５．
指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

）対象部分（有○無

有６．

（第1編1.1.2）［第1編1.1.2］

 ポンプ排水 ○有（○汚物 ○雑排水 ○湧水）　○無 

 建物外放流先

 ○屋内消火栓設備 ○スプリンクラー設備 ○泡消火設備
 ○連結散水設備 ○連結送水管 不活性ガス消火設備 ○（　　　　）

 排水槽 　　○有（計画容量　　m3）　　　　　○無

 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）

Ⅱ

設備概要（●印の付いたものを適用する）７．

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要方式及び種別

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を

  ○ 　風圧力
   風速（Vo=　　　m/s）
   地表面粗度区分（　　　　　）

  ○   積雪荷重
   建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　）

項　　目章 特　　記　　事　　項

 適用区分○

 電気保安技術者

　　て一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて

 ９．

項　　目　　名

 ４．

 ３．

  この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

 ２．

　　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関
　　する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　第１種電気工事士の資格を有する者

　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ７．

 ８．

　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧
　　試験に合格した者

　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上

　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，

 ６．

　　の検定に合格した者

　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　の教育施設の電気工学以外の工学に関する学科におい

 ５．

　　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

※１

電気保安技術者

２．特記仕様

（１）本特記仕様書の表記

 用いる。

　　卒業した者

（第1編1.3.2)

［第1編1.3.2］

　　第２種電気工事士の資格を有する者

　施工条件

（第1編1.3.3)

［第1編1.3.3］

 　　　　　 調査内容

　　　　　　　調査範囲　○図示　　○
　　　　　　　調査方法　○図示　　○

　 施工調査

　［第1編1.5.1～3］

機　　　材　　　名 検 査 試 験 備　　　　考

○

○ ○

○ ○

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。
　 機材の検査等

　 う試験
　 機材の検査に伴

　（第1編1.4.5～6)

　［第1編1.4.5～6］

 (1) 　 本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する
 　 法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進
 　 に関する基本方針（平成31年2月閣議決定）」に定める特定調達品目
 　 の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たす

 (2) 　 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
 　 性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。
 　 ① 　　 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
 　　 ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
 　　 壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ
 　　 トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

 　 ② 　　 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有
 　　 量が少ない材料を使用する。

 　 ③ 　　 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－
 　　 エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

 　 ④ 　　 ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類
 　　 は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
 　　 いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 (3) 　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、
 　 「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分

 　　① 　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び
 　　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

 　　② 　　　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の

 　　③ 　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデ

 　　④ 　　　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の

    ものとする。

 　　 応じた材料を使用する。
 　　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

 　　 れていない材料を使用する。

 　 「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

 　　　認定を受けた材料

 　　　ヒド発散建築材料

 　　　認定を受けた材料

（第1編1.4.1)

［第1編1.4.1］

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、
　　　通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　 機材の品質等

　（第1編1.4.2)

　［第1編1.4.2］

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、

監督職員に報告する。

 ○　 技能士

　（第1編1.5.2)

　［第1編1.6.2］

 下記の職種及び作業に適用する。

備　　　　　考試 験

　下記の施工部分は，監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

施　工　部　分 立 会検 査　 検査に伴う試験
　 施工の検査等

　 ・立会い等

　［第1編1.6.5～7］

　（第1編1.5.4～6)

　 完成時の提出図
　 書

　［第1編1.8.1～6］

　（第1編1.7.1～5)

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名　　　　称 体　裁　等 部　数

技術検査○

　［第1編1.7.2］

　（第1編1.6.2)

○

○

○ ○

○

○

○

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

※改修の場合は既存概要を示す

 ○液化石油ガス

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の該当項目番号を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の該当項目番号を示す。
　　４）項目に記載の＜第　編　．　．　＞内表示番号は、文科仕様書の該当項目番号を示す。

 （２）溶接部の非破壊検査　○不要　○要（　　　　　　　　　　）

 ○　 配管

　（第2編第2章)

　［第2編第2章］

　＜第2編1.1.1＞

　＜第2編2.1.1＞

　 耐震措置

　換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保
　護規格は、製造者規格による標準品としてよい。

　 電動機

　 電源周波数

　（第2編1.2.1)

　［第2編1.2.1］

　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　○室内気流及びじんあいの測定 ○騒音の測定 ○飲料水の水質の測定
　　○雑用水の水質の測定　　○

　 総合試運転調整

　（第2編1.3.1～3)

　［第2編1.3.1～3］

　 本工事で設置する。（　　　　　　図参照）
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当た
　 っては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
　 て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先

　 ○　　 内部足場（　○　種　　○　種） ○外部足場（○　種　 ○  種） 

　 足場その他

　 行専用足場方式により行う。

　（第2編4.1.1)

　［第1編2.1.1］

　　以下の配管は、管の周囲に山砂の類を施す。

　○

 　埋め戻し土・盛

　 理方法

 　土

　（第2編4.2.1)

　［第2編7.1.1］

　（第2編4.2.1)

　［第2編7.1.1］

　　構内敷きならしとする。　　　　構外に搬出し、適切に処分する。

  （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された

　 容量等の表示

　　　　数値以下とする。

●　完成図

●　　〃

●　　〃

●　機器完成図

●　各種試験成績書

●　工事写真帳

●　施工図

独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、現場説明書､

図面＿＿枚及び本特記仕様書＿＿枚によるほか、●印の付いたものを適用する｡

工事写真撮影要領(令和元年7月)

公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省機械設備工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省機械設備工事標準図(特記基準)(平成31年版)(以下「文科標準図」という。)

　製　本　（提出方法　ア　参照）

　仮　製　本　（Ａ１判２つ折）

　仮　製　本　（Ａ３判２つ折）

　電子媒体により提出(提出方法 エ 参照)

　１　部

　１　部

　２　部

　２　部

　２　部

　２　部

　２　部

　２　部

　本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

　貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため

●　保全指導書

一般機器

 （１）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて建築設備耐震設計
 施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所監修）による。

（１）機器の据付け及び取付け

設計用標準水平震度

機器種別
○一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器
上 層 階
屋上及び

2.0 1.5 1.5 1.0
防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4

地階･１階 防振支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

　 ・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、
　 　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
　 ・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

 　・重要機器は次による。
　　［名称：　　　、記号：　　　］［名称：　　　、記号：　　　］
　　［名称：　　　、記号：　　　］［名称：　　　、記号：　　　］
　　［名称：　　　、記号：　　　］［名称：　　　、記号：　　　］
　　［名称：　　　、記号：　　　］［名称：　　　、記号：　　　］
　　［名称：　　　、記号：　　　］［名称：　　　、記号：　　　］

 　・水槽類にはオイルタンクを含む。

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

機器

機器

水槽類
機器

水槽類

水槽類塔屋

水平震度を乗じたものとする。

　　　○呼び径６０Ｓｕ以下（○ＳＡＳ３２２を満足した継手　○　　　）

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯

　　槽にあっては有効質量）に、地域係数　　　及び次に示す設計用標準

　 地中埋設標等
　（第2編2.7.1～3)

●
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

●

●

●

●

　 他工事又は他工

 ●

 ●

 埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、
   深さ

　（第2編2.7.2）

 　[第2編2.5.2]

 穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給
 が停止できる付属装置等を用いて施工する。

　 既存躯体への穿
　 孔

　［第2編5.2.1］
　埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

○放射線透過検査

　電線及びケーブルはエコマテリアル仕様とするとする。

　（第2編4.7.1)

   　　　　○金属電線管　 (○溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ[付着量300ｇ/㎡以上]

 次の露出配管は、塗装又は記載の仕上げとする。
   ○屋外：○ドレン管　　 (○指定色塗装　○　　　　　　）

                         　○指定色塗装)

 ○

　（第2編3.2.1)

 　塗装

　［第2編3.2.1］

 ○

 ○

　 絶縁継手

　 試験

　 保温

　［第2編2.1.1］

　（第2編2.2.12)

　［第2編2.7.1～5］

　（第2編2.9.1～5)

　［第2編3.1.1～3］

　（第2編3.1.1～6)

 図示の位置に取り付ける。

 既設配管を含む部分の試験○要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）
 　　　　　　　　　　　　○不要

 標準仕様書第２編によるほか次による。ただし、各工事種目で別に指定

 ○多湿箇所は下記による。
　 室名：
 ○共同構内の保温種別は下記による。
　 ダクト：　　　　　　　　　配管：

 されたものは除く。 されたものは除く。

　口径9.52mm以下の配管については、保温材厚さを8mmとしてもよい。

　　口径38.10mm以下の冷媒管は、冷媒用被覆断熱銅管を用いる場合は、

　保温材厚さは・液管で10mm以上、ガス管で20mm以上とする。ただし、液管に使用する

　  の留意事項

　 再生を行う場合

　［第2編2.2.11］

 ○

　●電子媒体　●紙媒体(ファイル綴じ)

 建物内の汚水と雑排水（○合流式　●分流式）

 （１）汚　水　●直放流下水管　（２）雑排水●直放流下水管

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という。)●

●

●

●

●

●

福岡県久留米市小森野町一丁目１番１号（久留米工業高等専門学校構内）

●

 　供給圧力　　Pa、一般ガス導管事業者名　　　　　　）

 ●

 ●

 ●

 ●

●

　指定書式：　○有　　　●無

ＣＡＤデータ　(●要　　○不要)

　貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：久留米工業高等専門学校

　　　　　　　　　　　　　ファイル形式：ＪＷＷ

　　　を提出する。

　ア．完成図製本はＡ１図面ファイル折り、黒表紙金文字入りとする。　提出方法：

　ウ．上記※印は完成図製本（Ａ４判）と一緒に製本してよい。

　エ．完成図（押印済）及び※印資料、施工図図面、設計図面を電子媒体

　　　　　　以外に使用しないこと。

　オ．ＣＡＤデータは完成図（ＳＸＦ又はＪＷＣ形式及びＰＤＦ）

 　　(PDF形式)にて提出する。メディア等については、監督職員と協議。

　　　　　　イ．完成図仮製本は工事名等背文字入りとする。体裁は監督職員と協議。

　○５０Ｈz　　　●６０Ｈz

　●本工事　　　○別途

 ●

 ●

●はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に下記の方法により

●走査式埋設物調査

〇

 ●  事前調査 ●本工事　　　○別途

　　　　　　　調査項目　●既存資料調査

●　機器設備台帳

 〇

 〇

指定部分 ●

久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

○

○

○

●

●

●

●

●

○

○

○

○

 ○

　電子式○

 ○都市ガス（種別１３Ａ、高位発熱量　　、低位発熱量

（２）建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

なお、建築工事の特記仕様書は（　　　）図、電気設備工事の特記仕様書は（　　　）図による。

○

 ○

○

　２　部

　１　部

　○工事写真　　○完成写真　　○完成図

 　根切り土の良質土　　○山砂の類 ○

　　○ 給水
　　○ 排水
　　○ ガス

 ○

　○ ○

 （１）地中埋設標 　 　○要（図示による）    ○不要
 （２）埋設表示テープ　○要（排水管を除く）　○不要

 ○

   管の地中埋設 ○
　　　　　車両通行部分は（○６００mm　○　　　mm）
　　　　　その他の部分は（○３００mm　○　　　mm）以上とする。

   ○屋内：○　　　　　　（○指定色塗装　○　　　　　　）

　 電線類 ○

　　●風量調整　●水量調整　○室内外空気の温湿度の測定

○　官公署等届出書類(写)

 ○

 ○

○特定の施設

〇 令和　　年　　月　　日（　曜日）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

 〇
 〇

令和　３年　２月　１２日（金曜日）

●

ＲＣ造

２

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

個別パッケージ方式

水道直結方式

久留米ガス

この工事現場では、次の施工条件による。

・施工時間の指定　休日及び夜間

・工事における騒音及び振動の発生が考えられる工程は、

　監督職員と協議の上施工すること。

・改修部分以外については利用中のため、学生・教職員等への安全等に

　配慮すること。

隠ぺい部の配管施工状況

0.8

金属電線管

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺 図面番号

久留米工業高等専門学校

事務部長 課長 課長補佐 係長 担当有限会社
代表取締役　梅野克成梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年度 久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事令和２年９月

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１（衛生対策）工事設計業務
特Ｍ－０１

専門教室棟

改修

３階

221.0

663.0

専門教室棟

一式

一式

一式

一式

Ａ１：Ｓ＝Ｎ.Ｓ

Ａ３：Ｓ＝Ｎ.Ｓ

○ダクト　　　（○指定色塗装）

23.59

５

特記仕様書（１）



　○揚水井

　掘削工法は下記による。

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）

　
○

 ○  ○ 　亜鉛鉄板　　○普通鋼板（厚１．６mm）

　
　
排
煙
設
備

 　ダクト

 ○　 鋼板製煙道

 ○　 ダクト

 ○ 　チャンバー

　 ダンパー

 鋼板厚（○３．２mm　○４．５mm）

 　低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
　　　　　　　 ○アングルフランジ工法　　　　）
 ○　 スパイラルダクト（○低圧　○　　　）
 ○　 高圧１ダクト（範囲は図示による。）

 （１） 　　 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
 （２）　　　空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び
　　　ダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお、

 （３）　　　外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバーは雨水の滞留のない

 （１）防煙ダンパー　　　復帰方式 遠隔復帰式(定格入力DC24V)
 （２）ピストンダンパー　復帰方式 遠隔式

外　気
一般系統 一般系統

温　度 湿　度 温　度 湿　度 温　度 湿　度 温　度 湿　度
夏　季 ℃ ％
冬　季 ℃ ％

個別系統(目標値)

℃ ％
％℃

屋　　　内

　 ダクト  ○ 　低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
　 　　　　　　○アングルフランジ工法　　　　　）

 ○　 高圧１ダクト（範囲は図示による。）
 ○ 　厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第３編２．２．２．２のダクトの
 　板厚の項より１番手厚いものとする。（範囲は図示による。）

 ○ 　シールする
 　排気ダクト

 ○　 厨房系統 　○浴室（シャワー室、脱衣所を含む）
 ○

 　ダンパー  空気調和設備の当該項目による。

 ○ 　チャンバー  空気調和設備の当該項目による。

 ○　 （　○厨房　　○湯沸室　）の隠ぺい部ダクトの保温の仕様及び範囲は図

 ○ 　システム構成
 　その他

 別図による。

 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　
　
自
動
制
御
設
備

　
　
換
気
設
備

 ○  ○ 　パネル形　（○天井取付　　○壁取付）
 ○ 　スリット形（○天井取付　　○壁取付）
 ○ 　ダンパー形（○天井内取付　○　　　）

 　排煙口の形式

 ○ 　排煙風量測定  建築設備定期検査業務基準書 ２０１６年版（(一財)日本建築設備･昇降
 機センター）の排煙風量の検査方法に準じる。

 　排煙口開放及び ○  ○ 　電気式（遠隔操作 ○要　○不要）
 　復帰方式

 　個別感知フラッシュ方式（　　）

　
　
衛
生
器
具
設
備

 　及びその組み込

 　ＡＣ電源　　○自己発電　　○

 別図による。

　
　
給
水
設
備

 　配管材料

 　自動水栓の
 　電源種別

 　み小便器

 　自動洗浄装置

　
　
排
水
設
備

 ○
　 排水管
 　台所流し等の

 ○ 　満水試験継手  図示の位置に取り付ける。

 ○ 　放流納付金等  ○要（本工事（　　　　　　　）　○別途）　　○不要

　
　
給
湯
設
備

　
○
　
　
消
火
設
備

 ○ 　機　材

 ○ 　施　工

 ○

　
○

 　一般事項

 ○　 機　材

 ○ 　施　工

　
　
特
殊
ガ
ス
等
設
備
工
事

　　　大きさは図示による。

　　　ように施工する。

 　の系統

 　示による。

　 ト

　（第3編1.1.3）

 　[第3編1.1.1]

　（第3編1.14.1

 　[第3編1.2.1］

　　～3）

　（第3編1.14.4）

 　[第3編1.2.1]

　（第3編1.15.6

 　[第3編1.3.1］

　　～14）

　（第2編2.1.1

 　[第2編2.1.1]

　　～2）

　（第3編1.14.1

 　[第3編1.2.1］

　　～3）

　（第3編1.15.6）

 　[第3編1.3.1]

　（第3編1.14.4）

 　[第3編1.2.1]

　（第2編3.1.4）

 　[第2編3.1.3]

　（第3編1.14.1）

 　[第3編1.2.1]

　（第4編1.5.1）

 　[第4編1.2.1]

　（第5編1.1.7）

 　[第5編1.1.1]

　（第5編1.1.3）

 　[第5編1.1.1]

　（第2編2.1.2）

 　[第2編2.1.1]

　（第11編2.1.1

　　～3）

　（第11編2.2.1）

　＜第5編1.1.1

　＜第5編2.1.1

　　～2.4.3＞

　＜第5編3.1.1

　　～3.2.8＞

 　＜第3編1.2.1

　　～4＞

　　～2＞

　　～14）

  ＜第2編2.1.1＞

　　～2.3.1）

 ○　 弁類

 ○　 油面制御装

　 消音内貼

 ○　 図面に特記なき場合の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ とする。
 ○ 　ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。
 ○ 　ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往･還）には、ボール弁を取

 制御盤には（○給油ポンプ制御 ○返油ポンプ制御 ○漏えい検知警報 
 ○満油警報 ○減油警報 ○遠隔警報）の端子を設ける。なお、フロートスイ
 ッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

 標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。
 ○蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く。）
 ○還気ダクトの保温要（保温の厚さ２５㎜、範囲は図示による。）
 ○外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５㎜、範囲は図示による。）
 ○膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書
 　第２編３．１．４の温水管の項による。
 ○建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項
 　による。（エア抜き弁以降の配管は除く。）
 ○空気調和機、ファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編
 　３．１．５の排水管の項による。

 　付ける。

   置

　（第2編2.2.1

 　[第2編2.1.1]

　　～6）

　（第2編3.1.1

 　[第2編3.1.1]

　　～2）

 　[第2編3.1.3]

　（第2編2.3.5）

 （２）油管　　　　　　○

 （１）蒸気管　給気管　○

 ○

 ○  ○ 　親ﾒｰﾀｰ（○現地表示式(直読式)　○遠隔表示式(○電文式　○ﾊﾟﾙｽ式)）
         （○貸与品　○ 　　　　　）

 ○   子ﾒｰﾀｰ（○現地表示式(直読式)　○遠隔表示式(○電文式　○ﾊﾟﾙｽ式)）
         （○買取り　○　　 　　　）

　 量水器

 ○  ○   水道事業者指定品（○ 貸与品　○買取り）　　　○標準図ＭＣ形   量水器桝

 ○   図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。
 ○   ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。
   水道直結部分の耐圧は、１０Ｋとする。

   弁類

 ○  ○   水栓柱

 ○ 　別図による。

 ○　 引込納付金等  ○　 要（○本工事（　　　　　　　）　○別途）　　○不要

   深さ

　 管要領　）による。

　（第2編2.2.16）

 　[第2編2.1.1]

　（第2編2.2.1

 　[第2編2.2.1]

　　～6）

　（第2編2.2.23）

 　[第2編2.1.1]

　（第2編2.7.2）

 　[第2編2.5.2]

　（第5編1.8.4）

 　[第5編1.1.1]

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○

　　　　　　　　　　　 他の部分は（１）による。
　　　　　　　　　　　 以降の地中埋設配管は（○　　　　）とし、
　　　　　　　　　　　 引き込みは水道事業者の指定により、量水器 （３）水道直結配管　○
　　　　　　　　　　 ○
 （２）地中埋設配管　○
　　　　　　　　　　 ○
 （１）一般配管　　　○

 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の

 ○  ○ 　図示による。（特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。）
 ○ 　ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

 ３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする。

 　弁類

 種別は標準仕様書第２編

　（第2編2.2.1

 　[第2編2.2.1]

　　～6）

　（第2編3.1.5）

 　[第2編3.1.3]

　 配管材料

　（第2編2.1.2）

 　[第2編2.1.1]

  ＜第2編2.1.1＞

 （１）屋内　　汚水管　　 　○　　　　　　　　　○
 　　　　　　　雑排水管　　 ○
　　　　　　　 通気管　　 　○
　　　　　　　 ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ管　○
 （２）屋外　　第一桝まで 　○
　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　 桝間 　　　　○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○

　（第2編2.1.2）

 　[第2編2.1.1]
 ○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○

　（第6編2.1.1）

 　[第6編2.1.1]

 　屋内消火栓種別

（１）屋内消火栓　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○
（２）連結送水管　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○
（３）　　　　　　　　 ○

 ○  ○ 　広範囲型２号消火栓　　○易操作性１号消火栓　　○１号消火栓

 ○ 　屋内消火栓開閉  ○ 　１０Ｋ

 ○ 　地中埋設配管の  外面被覆鋼管の呼び径１００Ａ以下はねじ接合とする。

 ○  ○ 　屋外露出部分　○有（○ｅ２・(ハ)・Ⅶ　○　　　　　）　○無

 ○ 　不活性ガス消火  別図による。

 ○  別図による。

 　保温

 　泡消火設備

 ○２号消火栓

　 弁

 　接合

 　設備

　（第5編1.5.2）

 　[第5編1.2.1]

　（第5編1.5.2）

 　[第5編1.2.1]

　（第2編3.1.5）

 　[第2編3.1.3]

　（第5編1.5.6）

 　[第5編1.2.2]

　（第5編1.5.8）

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○  ○ ○　 配管材料

　（第2編2.1.2）

 　[第2編2.1.1]

　　　　　　　 還管　　○

 （３）冷温水管　　　　○

 （４）冷却水管　　　　○

 （５）ドレン管　　　　○

 （６）冷媒管　　　　　○

 ○屋外露出箇所　（○　　　　　　　　　　　　）
 ○屋内露出箇所　（○　　　　　　　　　　　　）

 ○

　　○窒素ガス（○高純度　○一般）　○ヘリウムガス（○高純度　○一般）

　　○水素ガス（○高純度　○一般）　○酸素ガス（一般）

　　○アルゴンガス（○高純度　○一般）　○炭酸ガス（一般）

　　○圧縮空気（○高純度　○一般）　○圧縮空気（空気圧縮機）

　１）ガスの種別は、下記による。

 ○ 　一般事項

　（第11編1.1.1

　　～3）

　○ 酸素　○ 亜酸化窒素（笑気）　○ 治療用空気

　○ 吸引（○ 水封式　○ 油回転式）　○麻酔ガス排除（排ガス）

  ○ 圧縮空気（○ 治療用　○手術機器駆動用）

○ 二酸化炭素

  ○　　 手術器械駆動用窒素

 １）ガスの種別は、下記による。

　
　
医
療
ガ
ス
設
備
工
事

　
○

 　ガス漏れ警報器

 ○  ○
 ○

 ○  ○ 　本工事（図示による）　○別途工事
 　外部警報端子（○無　○有　）

   親メーター（○実測式　○パルス式　）（○貸与品　○　　　　　　）

 　子メーター（○実測式　○パルス式　）（○買取り　○　　　　　　）

 　メーター

　（第6編2.1.7）

 　[第6編2.1.1]

　（第6編2.1.3）

 　[第6編2.1.1]

　（第6編3.1.1）

 ○液化石油ガス

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○

　
○

 ○ 　システム構成
　 その他

 ○

 ○

 ○ 　○　　図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。

 　配管材料

 　量水器

 　弁類

　
　
雨
水
利
用
設
備

　別図による

　○現地表示式（直読式）　○遠隔表示式（パルス式）

　（第5編1.9.1）

 　[第5編1.1.1]

　（第2編2.2.16）

 　[第2編2.1.1]

　（第2編2.1.2）

 　[第2編2.1.1] 　（２）集水管　　○
　（１）一般配管　○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。） ○  ○

　
○
　
　
さ
く
井
設
備

 ○ 　事前調査

　（第7編1.2.1）

　下記の項目について事前調査を行う。

○地中熱交換井

 ○ 　掘削

　（第7編2.1.1）

　○既設井分布調査

　○法的規制調査

　○地表探査

（測定方式：直流型方式）

（探査方法：電気探査の比例抵抗法）

（解析方法：標準曲線法）
（熱応答試験方法：　　　　　　　）

（騒音・振動測定）

　○既設井分布調査

　○法的規制調査

　○地質情報の収集、整理

　○代表井による熱交換効率の把握

　○周辺環境調査

　○パーカッション式

　○ロータリー式

　○ダウンザホールハンマ式

　（第7編3.1.1）

 　撤去内容

 　発生材の処理等

　　 1）品　　名

　(1)　引渡しを要するもの

　　 2）引渡し先

　　 3）集積場所

　

　
　
撤
去
工
事

　図示による。

　発生材の処理は、下記による

 　[第1編4.1.1

　　～4.2.4]

 　[第1編5.1.1

　　～2]

　　 4）集積方法

　　 2）使用場所

　　 1）品　　名

　(3)　現場において再利用するもの

　　 1）品　　名　　　　　　　　　　　　　2）処理方法

　(2)　特別管理産業廃棄物

　　 1）品　　名

　(4)　再生資源化するもの

　(5)　その他の発生材

　　 1）品　　名　　　　　　　　　　　　　2）処理方法

 ○ 　試験

　（第7編3.1.4）

地中熱交換器挿入完了後の水圧試験は下記による。

　○ロータリーパーカッション式

　○回転振動式

34.8℃

 1.8℃

57.1％

59.2％

26.0℃

20.0℃

成行

成行

 空
気
調
和
設
備

　
●

 ●

 ● 　スパイラルダクト（●低圧　　○　　　）

 ●

　
●  ●  ●

 ●  ●

　
●

 ●  ●

 ●

 ●

　
●  ●  ●

 ○都市ガス　　　一般ガス導管事業者の供給規定による。

　
●

 ●

 ●

ｺﾝｸﾘｰﾄがら、保温材、

産業廃棄物処理

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺 図面番号

久留米工業高等専門学校

事務部長 課長 課長補佐 係長 担当有限会社
代表取締役　梅野克成梅 野 設 計

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年度 久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事令和２年９月

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号 ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１（衛生対策）工事設計業務
特Ｍ－０２Ａ１：Ｓ＝Ｎ.Ｓ

Ａ３：Ｓ＝Ｎ.Ｓ

 ○
　 設計温湿度 ○

　 配管材料 ○  ○

　 保温及び ○

 ○冷媒管の保温外装は次による。
 ○図示による

 　保温 ○  　全熱交換ユニット用の外気取入れダクトの保温の仕様及び範囲は図示に ○
　 よる。
　 全熱交換ユニット用の排気用ダクトの保温の仕様及び範囲は図示による。 ○

　
○

 　電気計装用配線 ○

 　衛生器具ユニッ ○

   管の地中埋設 ○  埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、
　　　　　車両通行部分は（○６００mm　○　　　mm）
　　　　　その他の部分は（○３００mm　○　　　mm）以上とする。

 　建築物導入部 ○ 　 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配 ○

　（○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ））

　
○ 　 配管材料 ○  ○

　 保温 ○

　
　
ガ
ス
設
備

　
○
　 　 配管材料 ○  ○

金属くず

陶器類、

特記仕様書（２）

 ●

 （３）風量調整ダンパー　手動式



事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｍ－０１久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 換気設備　機器表・凡例・平面詳細図

　　　　　（改修後）　　　　　　　　

梅 野 設 計 代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

Ｎ

夏期主風向

平面詳細図（改修後） Ｓ＝１／３０

ＦＥ

１

廊　下

男子便所

女子便所

3,900

3,900

8
5
0

2
,
0
0
0

6
,
6
0
0

9
,
4
5
0

6
,
6
0
0

2
,
8
5
0

1
,
1
0
0

5
,
5
0
0

1,9501,950

1,9501,950

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ２

Ｙ１

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電源

φ Ｖ
設置場所等台数

参考消費電力

Ｗ

機器表（改修後）

１
ＦＥ

１

１階　女子便所１ １００ ６５.０ス ト レ ー ト シ ロ ッ コ フ ァ ン 天井埋込消音形

＃１ １／４ｘ３４０ｍ3／ｈｘ７０Ｐａ

１ １ １００ ６５.０ １階　男子便所
ＦＥ

２

天井埋込消音形ス ト レ ー ト シ ロ ッ コ フ ァ ン

ＦＥ

２

１５０φ

１５０φ

１５０φ １５０φ

１５０φ１５０φ

１５０φ

ＶＤ

ＤＧ

ＤＧ

２

ＢＯＸ：４００ｘ４００ｘ３５０

ＥＡ　１７０ｍ３／ｈ

２００ｘ２００

吸込口　ＧＨＳ

女子便所

２

ＢＯＸ：４００ｘ４００ｘ３５０

ＥＡ　１５０ｍ３／ｈ

２００ｘ２００

吸込口　ＧＨＳ

男子便所

＃１ １／４ｘ３００ｍ3／ｈｘ５０Ｐａ

付属品：天吊金具．その他標準付属品　共

付属品：天吊金具．その他標準付属品　共

深 形 フ ー ド アルミ製　１５０φ（ギャラリ付） ２

ＶＤ

特記）（１）機器の消費電力は、参考値とする。

　　　（２）標準付属品は、全て含むものとする。

　　　（３）許容騒値測定は、ＪＩＳ　Ｂ　８３３０　によるものとする。

　　　（４）天井隠蔽機種には天井点検口（４５０□）：１箇所取付（建築工事）

　　　（５）天井点検口（建築工事）は、ダクト等と干渉無き位置に設置する事。

ＤＧ
特記）（１）　　　　　　は、ドアギャラリー又はアンダーカット（建築工事）を示す。

　　　（２）ＶＤ設置箇所には、天井点検口４５０角（建築工事）を設ける事。

円 形 ダ ク ト

既設スリーブ使用部

亜鉛鉄板製スパイラルダクト（低圧ダクト）

凡例（改修後）

シ　ン　ボ　ル 名　称 使　用　材　料　名 備　　　考



事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／１００

Ａ３：Ｓ＝１／２００
Ｍ－０２久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 衛生設備　１階平面図（改修前・後）

梅 野 設 計 代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７

生物応用化学第２実験室洗面所

ＵＰ

女子便所

廊　下
±0

階段室

±0

-50

-50

準備室

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７

Ｙ１

Ｙ２

生物応用化学第２実験室

準備室

女子便所

ＵＰ

階段室

廊　下

男子便所

女子便所

男
子
便
所

女
子
便
所

±0

±0

±0

23,400

3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

3,900

2,100 1,800

9
,
4
5
0

7
,
4
5
0

2
,
0
0
0

6
,
6
0
0

8
5
0

5
,
5
0
0

1
,
1
0
0

2
,
9
0
0

3
,
7
0
0

1
,
8
0
0

9
,
4
5
0

23,400

3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

3,900

9
,
4
5
0

7
,
4
5
0

2
,
0
0
0

6
,
6
0
0

8
5
0

5
,
5
0
0

1
,
1
0
0

9
,
4
5
0

1,950 1,950

1,950 1,950

改 修 前 改 修 後
Ｎ Ｎ

平面詳細図参照 平面詳細図参照

１階平面図（改修前） Ｓ＝１／１００ １階平面図（改修後） Ｓ＝１／１００

ＳＤ ６５（天井内配管）

既設配管切断プラグ止メｘ３
（２ＦＬ―２００）

４０、３０、２０６５

通気金物６５

６５（天井内配管）

ＡＳＶＳ５-６５

６５

既設スリーブ使用

６５

既設配管切断プラグ止メｘ３
（１ＦＬ―３００）

４０、３２、２０

 Ｓ
Ｒ

 

 Ｓ
 

 Ｓ
Ｄ

 

 Ｓ
Ｒ

 

 Ｓ
 

 Ｓ
Ｄ

 

６５（天井内配管）



事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｍ－０３久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 衛生設備　器具表・凡例・平面詳細図

　　　　　（改修後）　　　　　　　　

梅 野 設 計 代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

平面詳細図（改修後） Ｓ＝１／３０

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

給　水　管

排 水 管

ＧＶＫ （ＪＩＳ１０Ｋ）　管端防食コア付　５０Ａ以下仕 切 弁

既設スリーブ

既 設 配 管

新 設 配 管

ピット内配管

ダイヤモンドカッターはつり補修部

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６ ピット内配管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１
汚 水 管

ピット内配管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１
通 気 管

一般配管・ピット内配管

シ　ン　ボ　ル 名　称 使　用　材　料　名

凡例（改修後）

備　　　考

－

Ｎ

夏期主風向

廊　下

男子便所 女子便所

3,900

3,900

8
5
0

2
,
0
0
0

6
,
6
0
0

9
,
4
5
0

6
,
6
0
0

2
,
8
5
0

1
,
1
0
0

5
,
5
0
0

1,9501,950

1,9501,950

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ２

Ｙ１

３２

３２

８０ １００ ２０ ５０

既設配管接続 既設配管接続 既設配管接続

５０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

３２

５０

２０

７５

５０

５０

５０

４０

４０

７５

７５

５０

１００

１００ １００ ６５

５０ ５０

１００ １００ ５０

１００７５

７５

４０ ４０

４０

５０

ＣＬＶＦ１００ＣＬＶＦ１００

ＣＬＶＦ１００

ＣＬＶＦ７５　

ＣＬＶＦ５０　

ＧＶＫ５０ 既設配管接続

ＹＭ４５６０ＦＥ　４５０ｘ６００盗 難 防 止 形 耐 食 鏡

　　　（２）給水箇所は、吐水口空間確保の事。

２

３

２

３１

３

４

ＣＦＳ４９７Ｂ．ＴＣＦ５８５Ｓ（温水洗浄便座　擬音装置付　１φ１００Ｖ　３１６Ｗ）．ＹＨ７０２（棚付二連紙巻器）．その他標準付属品　共

ＵＦＳ９００Ｒ（１φ１００Ｖ）

Ｌ７１０Ｃ．ＴＥＮＡ４１ＡＪ（自動単水栓１φ１００Ｖ）．Ｐトラップ．Ｔ９Ｒ．Ｔ８Ｃ．その他標準付属品　共　

自 動 洗 浄 小 便 器

壁 掛 洗 面 器

大 　 便 　 器

掃 除 用 流 し ＳＫ２２Ａ．ＴＫ２２．Ｔ２３ＡＥＱ２０Ｃ（レバー水栓）．ＴＮ１１４．Ｔ９Ｒ．ＨＨ０４０６０ｘ２．Ｓトラップ．その他標準付属品　共

２

１

男
子
便
所

女
子
便
所

合

計

１

４２２

全 　 身 　 鏡 ＹＭＫ５０Ｋ　３００ｘ１５００ １ １

器具表（改修後）

設置場所

備　　　考仕様（参考品番：ＴＯＴＯ）名　　　称

管　種 配管サイズ 位置サイズ 箇所数場　　　所

ダイヤモンドカッタ－補修リスト

女子便所

男子便所

特記（１）配管の床貫通部は、極力既設穴を利用する事。

ピット

　　（２）ダイヤモンドカッターによるコア抜きは、事前に鉄筋探査機を用いて

　　　　　　調査後施工の事。（梁のコア抜き厳禁）

　　（３）　　　　　は、ピット部を示す。

全身鏡

特記）（１）器具選定に当たっては（参考品番：ＴＯＴＯ）同等品以上とする。

 － 

 －
 

 －
 

 －
 

 － 

 －
 

 － 

 － 

 － 

 －
 

 －
 

 －
 

２０

２０

給水管 ２０Ａ ５０φ　ｘ　２００Ｌ 床 ４

排水管 ７５Ａ １２５φ　ｘ　２００Ｌ ２

〃 ６５Ａ １００φ　ｘ　２００Ｌ １〃

〃 ４０Ａ 　７５φ　ｘ　２００Ｌ ２〃

通気管 ６５Ａ １００φ　ｘ　２００Ｌ １

掃除口 １００Ａ １５０φ　ｘ　２００Ｌ １

〃 ７５Ａ １２５φ　ｘ　２００Ｌ １〃

給水管 ２５Ａ ５０φ　ｘ　２００Ｌ 床 １

排水管

２０Ａ 　５０φ　ｘ　２００Ｌ ３

７５Ａ １２５φ　ｘ　２００Ｌ １〃

〃 ５０Ａ 　８８φ　ｘ　２００Ｌ ３〃

４０Ａ 　７５φ　ｘ　２００Ｌ ２

掃除口 １００Ａ １５０φ　ｘ　２００Ｌ ２

〃 ５０Ａ 　８８φ　ｘ　２００Ｌ １〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

３２

４０

４０

４０

２５

２５

２０
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事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｍ－０４久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 換気設備　機器表・凡例・平面詳細図

　　　　　（改修前）　　　　　　　　

梅 野 設 計 代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３

平面詳細図（改修前） Ｓ＝１／３０

特記）（１）全て撤去し、産廃処分とする。

１５０φ １００φ

１５０φ

１００φ

Ｆ

１

Ｆ

２

Ｎ

夏期主風向

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電源

φ Ｖ
設置場所等台数

参考消費電力

Ｗ

機器表（改修前）

１
Ｆ

１

１階　女子便所１ １００ ８５．０ダ ク ト 用 換 気 扇 天井埋込形　１３０ｍ３／ｈｘ６０Ｐａ

外形寸法：３２０ｘ３２０ｘ１９６　　重量：５.０ｋｇ

１ １ １００ １３５.０ １階　男子便所
Ｆ

２
外形寸法：３５０ｘ３５０ｘ２０６　　重量：５.８ｋｇ

天井埋込形　３５０ｍ３／ｈｘ６０Ｐａダ ク ト 用 換 気 扇

凡例（改修前）

円 形 ダ ク ト

亜鉛鉄板製スパイラルダクト（低圧ダクト）

シ　ン　ボ　ル 名　称 使　用　材　料　名 備　　　考

特 記 ） 1 . 図 示 撤 去 対 象 設 備 は 、 全 て 撤 去 の 上 適 切 に 産 業 廃 棄 物 処 理 を 行 う こ と 。

現状ベントキャップなし現状ベントキャップなし
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事務部長 課長 課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構
年　　度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称 縮尺

令和２年度 Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０
Ｍ－０５久留米工業高専基幹・環境整備（衛生対策）工事

（衛生対策）工事設計業務

久留米工業高専基幹・環境整備
令和２年９月 衛生設備　器具表・凡例・平面詳細図

　　　　　（改修前）　　　　　　　　

梅 野 設 計 代表取締役　梅野克成

ＴＥＬ（０９４２）３５－２３８１

ｓｅｔｚｂｉ　ｏｆｆｉｃｅ

有限会社

福岡県久留米市宮ノ陣４丁目２９番１１号

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３

３２

３２

８０ １００ ２０ ５０

２５

４０ ２０

２０

７５

５０

２５

５０

５０

３２ ８０ １００

５０

５０

６５

７５ １００５０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２５

２５

２０

２０

２５

２０

６５

６５

５０

４０ＬＰ

４０ＬＰ

４０ＬＰ

５０ＬＰ

５０ＬＰ

７５

７５

８０

８０

１００

１００

７５ＬＰ

７５ＬＰ

平面詳細図（改修前） Ｓ＝１／３０

ＴＳ１１９ＡＳ３　３６３ｘ４５５化 　 粧 　 鏡

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ白）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

給　水　管

排 水 管

ＧＶ （ＪＩＳ１０Ｋ）仕 切 弁

既 設 配 管

撤 去 配 管

ピット内配管

蒸　気　管（送り）

ピット内配管

排水用鋳鉄管
汚 水 管

ピット内配管

通 気 管

特記）（１）全て撤去し、産廃処分とする。

１

４

１

３２

４

３

Ｃ３７５ＶＦ．Ｓ５７０Ｂ．ＴＳ１１６ＲＡＹ．その他標準付属品　共

Ｕ３０７．手動ＦＶ．その他標準付属品　共

Ｌ２２０Ｄ．Ｔ２０５（立水栓）．Ｐトラップ．その他標準付属品　共　

床 置 小 便 器

壁 掛 洗 面 器

和 風 便 器

掃 除 用 流 し ＳＫ２２Ａ．Ｔ２３ＡＥ１９．Ｓトラップ．その他標準付属品　共

２

１

男
子
便
所

女
子
便
所

合

計

１

３１２

器具表（改修前）

設置場所

シ　ン　ボ　ル 名　称 使　用　材　料　名

凡例（改修前）

備　　　考

備　　　考仕様（ＴＯＴＯ品番）名　　　称

－

Ｓ

ＣＯＡ８０

ＣＯＡ８０

ＣＯＡ４０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ８０

Ｔ５-Ａ５０

ＣＯＡ５０

Ｔ５-Ａ５０

ＧＶ５０

５０

既設配管切断 既設配管切断 既設配管切断

既設配管切断

Ｎ

夏期主風向

注）特記無き配管は下記による

配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ白）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２ ピット内配管・屋内露出配管

配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ黒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

蒸　気　管（返り）ＳＲ
配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ黒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

安全弁排気管ＳＤ
配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ黒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

残 置 配 管

ピット

４０

既設配管切断

特記（１）図示配管ＬＰは、鉛管を示す。

　　（２）　　　　　　は、ピット部を示す。

特 記 ） 1 . 図 示 撤 去 対 象 設 備 は 、 全 て 撤 去 の 上 適 切 に 産 業 廃 棄 物 処 理 を 行 う こ と 。
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